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 成田陽子の

 THE  SCREEN
　
﹁
ゼ
ロ
・
ダ
ー
ク
・
サ
ー
テ

イ
ー
﹂
︵
２
０
１
３
年
︶
で
は

ア
ル
カ
イ
ダ
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
　

ラ
ー
デ
ン
を
追
う
勇
敢
な
Ｃ
Ｉ

Ａ
調
査
官
を
激
演
し
て
オ
ス
カ

ー
候
補
に
な
り
、
﹁
モ
リ
ー
ズ
　

ゲ
ー
ム
﹂
︵
17
年
︶
で
は
五
輪

ス
キ
ー
選
手
転
じ
て
最
高
レ
ベ

﹁
ジ
・
ア
イ
ズ
・
オ
ブ
・
タ
ミ

ー
・
フ
ェ
イ
﹂
と
あ
の
ヤ
バ
イ

﹁
目
﹂
を
強
調
し
た
新
作
で
あ

る
。
70
年
、
80
年
代
に
夫
の
ジ

ム
と
共
に
豪
華
絢
爛
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
披
露
し
つ
つ
﹁
お
金
を

稼
ぐ
程
に
神
は
さ
ら
に
愛
し
て

く
れ
る
﹂
と
唄
っ
て
独
自
の
ミ

ニ
王
国
を
築
い
た
も
の
の
、
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、

葬
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
の
一
コ
マ
を
覚
え
て
居

ら
れ
る
方
も
多
い
は
ず
。

　
ジ
ェ
シ
カ
は
今
年
44
歳
、
サ

ク
ラ
メ
ン
ト
に
生
ま
れ
、
幼
い

頃
か
ら
ダ
ン
ス
に
励
み
、
有
名

な
ビ
ー
ガ
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
す
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

母
親
に
育
て
ら
れ
、
名
門
ジ
ュ

リ
ア
ー
ド
学
院
を
優
秀
な
成
績

で
卒
業
、
お
ま
け
に
ボ
ッ
テ
ィ

チ
ェ
リ
の
女
神
の
よ
う
な
彫
り

の
深
い
チ
ャ
ス
テ
イ
ン
の
古
典

的
な
ル
ッ
ク
ス
も
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
、
今
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
も

ひ
と
き
わ
格
調
を
漂
わ
せ
る
中

堅
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
彼
女
が
な
ぜ
、
崇
高
と

は
言
い
難
い
、
厚
化
粧
の
宣
教

師
の
役
を
演
じ
た
く
な
っ
た
の

か
、
そ
の
辺
り
を
質
問
し
て
み

た
。

　﹁
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
見
て
伝
説
の
裏
に
潜
む
タ
ミ

ー
、
例
え
ば
彼
女
は
ウ
オ
ー
タ

ー
プ
ル
ー
フ
の
マ
ス
カ
ラ
を
塗

っ
て
い
る
か
ら
泣
い
て
も
流
れ

な
い
の
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
目
の

下
に
黒
い
マ
ス
カ
ラ
が
垂
れ
た

グ
ロ
テ
ス
ク
な
顔
に
し
て
嘲
笑

し
た
り
、
夫
の
失
敗
の
た
め
に

罪
を
咎
め
ら
れ
、
全
米
で
最
初

に
エ
イ
ズ
に
注
目
し
て
、
助
け

の
手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
数
々

の
有
意
義
な
行
動
を
し
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
歪
曲
さ
れ
て
報
道

さ
れ
る
な
ど
に
憤
慨
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
、
と
で
も
言
お
う
か

し
ら
。
本
当
の
タ
ミ
ー
の
姿
を

見
せ
た
い
と
す
ぐ
に
映
画
の
権

利
権
の
５
０
０
０
ド
ル
を
払
っ

た
の
で
す
。

　
タ
ミ
ー
の
子
供
達
は
全
面
的

に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

ま
だ
存
命
中
の
夫
に
は
連
絡
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
役
作
り
は
ま
ず
彼
女
の
ビ
デ

オ
を
朝
か
ら
晩
ま
で
見
て
、
タ

ミ
ー
の
声
を
自
然
に
出
せ
る
よ

う
に
練
習
、
メ
ー
ク
に
は
苦
労

し
た
の
よ
。
最
初
は
８
時
間
か

け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
慣
れ

て
き
て
４
時
間
、
そ
の
間
、
24

枚
も
の
ア
ル
バ
ム
を
出
し
た
タ

ミ
ー
の
歌
を
覚
え
て
、
映
画
の

中
で
は
全
て
私
が
歌
っ
た
の
で

す
よ
！ 

座
り
っ
ぱ
な
し
で
足

が
浮
腫
ん
で
し
ま
い
、
血
行
を

良
く
す
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履

い
た
り
と
色
々
あ
っ
た
わ
ね
。

毎
日
、
数
ポ
ン
ド
に
も
思
え
る

メ
ー
ク
の
量
を
塗
っ
て
い
た
た

め
に
、
肌
が
異
常
に
荒
れ
て
、

半
永
久
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ

て
し
ま
っ
た
り
と
女
優
に
な
っ

て
初
め
て
の
厳
し
い
メ
ー
ク
の

プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
タ
ミ
ー
の

愛
す
る
こ
と
に
か
け
て
の
包
容

力
、
差
別
す
る
こ
と
無
く
誰
も

が
愛
さ
れ
る
価
値
を
持
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
る
姿
を
映
画
か

ら
受
け
取
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
﹂

　
ジ
ェ
シ
カ
は
イ
タ
リ
ー
の
貴

族
に
し
て
、
モ
ン
ク
レ
ア
と
言

う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

重
役
と
17
年
に
結
婚
、
代
理
母

を
使
っ
て
２
人
の
子
供
を
授
か

り
、
現
在
家
族
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
。
社
会
意
識
が
強
く
、

犬
が
大
好
き
で
ペ
ッ
ト
の
レ
ス

キ
ュ
ー
活
動
を
情
熱
的
に
支

持
、
映
画
界
の
性
差
別
問
題
と

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
男
優

と
女
優
の
ギ
ャ
ラ
の
差
に
も
批

判
の
声
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

来
年
は
﹁
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ン
ド
　

タ
ミ
ー
﹂
と
言
う
作
品
で
、
再

び
タ
ミ
ー
役
、
今
回
は
カ
ン
ト

リ
ー
歌
手
の
タ
ミ
ー
・
ワ
イ
ネ

ッ
ト
を
演
じ
る
そ
う
で
、
ご
自

慢
の
歌
唱
力
を
発
揮
、
楽
し
め

そ
う
だ
。

実物のタミー　フェイ　とメークしたジェシカ（右）１９７０、８０年代の宗教カルト

Andrew Garfi eld　が、夫のジム　ベイカーを演じてます。右が実物のカップル。

ジェシカ・チャステイン

伝
道
師
タ
ミ
ー
を
演
じ
き
る

ル
の
賭
博
施
設
の
経
営
者
な
ど

な
ど
、
鋭
い
知
性
と
恐
れ
を
知

ら
な
い
女
性
の
役
を
オ
ハ
コ
と

す
る
ジ
ェ
シ
カ
・
チ
ャ
ス
テ
イ

ン
が
今
回
は
何
と
、
毛
虫
の
よ

う
な
付
け
睫
毛
と
濃
い
メ
ー
ク

で
一
世
を
風
靡
し
た
テ
レ
ビ
宣

教
師
の
タ
ミ
ー
・
フ
ェ
イ
・
バ

ッ
カ
ー
の
役
に
挑
戦
。
題
名
も

tel:2122136069
http://www.yamagatadental.com
https://www.naturalhealingartists.com/
http://myriverside.net/home
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１月 NY 日系人会の行事
メリークリスマス ＆ 明けましておめでとう
ございます！来る年が、皆様にとりまして
良き年でありますようお祈り申し上げます。
2022 年も皆様のニーズにあった企画を
取り入れて行きたいと思っています。
ご支援のほどお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　ＪＡＡ事務局
COVID-19 により JAA への訪問者は
1. ワクチン接種証明の提示をお願いします。CDC Vaccination 

Card のコピーや Vaccination passport を提示ください
2. 検温と手洗いや手の消毒継続。
3. ワクチン接種完了の方もオミクロン株の
感染が拡大していますので、JAA でもマスクの着用や一定距離

を保って下さい。
4.COVID-19 のブースターやワクチン接種まだの方は下記から

情報を得てください。 
https://covid19vaccine.health.ny.gov/
https://covid19.nj.gov/pages/vaccine
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am 太極拳クラス 1/11 開始
火曜日 1pm-4pm 書道クラス @JAA
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス @JAA&ZOOM

■ 12 月 24 日（金）、12 月 31 日（金）〜 1 月 3 日（月）年末
年始にて事務局お休み、1 月 4 日（火）JAA の仕事始めです。

■ 1 月 10 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さ
んがヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 1 月 17 日（月）Martin Luther King Jr. Day  JAA はお休み。
■ 1 月 20 日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士による米国に

おける移民法無料電話相談室」
各 15 分。要予約
■ 1 月 26 日（水）6:30pm-8:30pm オンラインと JAA ホール
「JAA 年次総会＆懇親会」2022 年度理事・役員、各委員会委
員長の紹介　詳細は後日ご連絡します。

■ 1 月 27 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝
川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての相談 - Will, 
Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」

各 30 分。ご予約下さい。
☆ JAA 事務局から
〇 JAA では、2021 年度税金申告の無料相談をして下さいます

CPA を探しています。ご協力ください。
☆☆ 2022 年度本庄奨学金奨学生募集中：今秋から大学院に

進学する学生を対象に募集をしています。日本人・日系人、
JAA 会員以外の方も応募できます。

https://jaany.org/w/education/honjo-scholarship/

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　　
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
国
際
大
会
が

12
月
５
日
、
ハ
ー
レ
ム
に
あ
る

ア
ポ
ロ
劇
場
で
開
催
さ
れ
、
米

国
、
ケ
ニ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
日

本
か
ら
延
べ
51
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
と
実

力
を
競
っ
た
。
日
本
か
ら
は
国

内
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
日
本
大

学
な
ど
５
チ
ー
ム
24
人
の
日
本

選
手
団
︵
原
竹
純
団
長
︶
が
来

米
し
、
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
部
門
の

ア
ド
バ
ン
ス
ド
ク
ラ
ス
で
立

命
館
大
学
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

︵A
lfred)

が
優
勝
。
日
大
の

ロ
ア
ー
︵R

oar)

が
三
位
に
入

賞
し
た
。
ノ
ー
ビ
ス
ク
ラ
ス
で

は
小
中
学
生
の
ノ
ア
︵
Ｎ
Ｏ
Ａ

Ｈ
︶
が
個
人
、
ダ
ブ
ル
ス
の
両

部
門
を
制
覇
、
ク
ラ
ス
優
勝
も

果
た
し
３
冠
を
達
成
す
る
大
健

闘
の
結
果
を
納
め
た
。

　
原
団
長
は
﹁
今
大
会
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
ま
た
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
世
界
中
で
流
行
し
つ
つ
あ

る
中
で
、
2
年
ぶ
り
の
現
地
開

催
の
大
会
だ
っ
た
。A

lfred

は
大
学
2
年
生
で
の
優
勝
を
果

た
し
本
当
に
素
晴
ら
し
い
﹂
と

語
っ
た
。

　
参
加
選
手
代
表
の
コ
メ
ン
ト
　

A
lfred

﹁
関
西
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
き

優
勝
で
き
た
。本
当
に
嬉
し
い
﹂

N
O

A
H

﹁
夢
が
叶
っ
た
。
目

標
に
し
て
い
た
優
勝
が
で
き
て

す
ご
く
嬉
し
い
﹂。

　
コ
ー
チ
の
及
川
和
宏
さ
ん
談

話
﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
い
つ
も
ど
お

り
に
練
習
が
で
き
ず
、
苦
労
し

た
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
そ
れ

ら
が
報
わ
れ
た
。
優
勝
は
努
力

の
成
果
が
出
せ
た
結
果
。
身
近

な
先
輩
が
優
勝
し
た
こ
と
で
後

輩
た
ち
も
高
い
目
標
を
も
っ
て

練
習
し
て
ほ
し
い
﹂。

© Double Dutch Delight
大会での結果は次の通り。　
・ FUSION　NOVICE
 優勝　NOAH (ZERO-ONE)
・ ADVANCED
 優勝　Alfred （立命館大）
 3 位　Roar（日大）
 7 位　雲外蒼天（日大）
 8 位　No logic（大森 D.D.S.)
・ ROSTERS SINGLE
 7th Grade
 優勝　NOAH(ZERO-ONE)
 8th Grade/OPEN
 3 位　Alfred（立命館大）
・ ROSTERS DOUBLES
 7th Grade
 優勝　NOAH(ZERO-ONE)

ダブルダッチ国際大会

日本チーム大活躍

https://covid19vaccine.health.ny.gov/
https://covid19.nj.gov/pages/vaccine
https://jaany.org/w/education/honjo-scholarship/
mailto:info@jaany.org
https://peace-bell.com/
https://www.mikihouse.com/
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　
２
０
２
１
年
１
月
に
第
46
代

米
国
大
統
領
に
就
任
し
た
バ
イ

デ
ン
氏
は
、
宣
誓
直
後
に
17
件

も
の
大
統
領
令
に
署
名
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
中
心
に
な
っ

た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

と
も
に
移
民
法
の
シ
ス
テ
ム
の

改
革
で
す
。
人
権
と
ア
メ
リ
カ

の
価
値
を
取
り
戻
す
こ
と
を
最

優
先
課
題
に
か
か
げ
、
大
統
領

令
も
そ
れ
に
基
づ
い
た
も
の
で

し
た
。
今
回
は
、
こ
の
大
統
領

令
に
即
し
た
移
民
法
の
規
則
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

・Public C
harge R

ule 

︵
議

論
を
呼
ん
だ
２
０
１
８
年
に
施

行
さ
れ
た
米
国
の
メ
デ
ィ
ケ

ア
、
公
共
住
宅
、
フ
ー
ド
・
ス

タ
ン
プ
な
ど
公
的
補
助
制
度
の

使
用
に
よ
る
ビ
ザ
や
永
住
権
審

査
制
度
︶は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

・
永
住
権
申
請
時
の
米
国
連
邦

の
貧
困
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
収
入

額
が
２
５
０
％
以
上
と
い
う
条

件
が
、
１
２
５
％
以
上
に
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

・
暫
定
的
なB

iom
etrics 

︵
生

態
情
報
︶
摂
取
要
求
の
停
止

︵
２
０
１
８
年
度
に
Ｅ
、
Ｌ
、

Ｈ
、
Ｏ
、
Ｊ
な
ど
の
非
移
民
ビ

ザ
保
持
者
の
配
偶
者
や
家
族
が

米
国
内
で
ビ
ザ
の
更
新
、
延
長

を
す
る
場
合
に
は
生
態
情
報

摂
取
を
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、

２
０
２
１
年
度
に
な
り
、
Ｅ
、

Ｌ
、
Ｈ
ビ
ザ
の
配
偶
者
や
家
族

は
生
態
情
報
摂
取
を
受
け
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
︶。

・
移
民
ビ
ザ
取
得
者
の
米
国
に

お
け
る
健
康
保
険
入
手
条
件
の

廃
止
。

・
米
国
と
メ
キ
シ
コ
の
国
境
の

壁
の
建
設
の
中
止
。

・
難
民
の
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
改
善
。

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
︵
理
数
・
化
学
・

技
術
系
︶
を
専
攻
し
た
留
学
生

の
米
国
で
の
滞
在
延
長
措
置

︵
通
常
米
国
で
学
士
号
、
修
士

号
、
博
士
号
を
取
得
し
た
留
学

生
は
、
移
民
局
に
就
労
許
可
申

請
を
出
し
て
許
可
さ
れ
た
場
合

１
年
間
就
労
が
可
能
に
な
り
ま

す
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
専
攻
者
は
そ

れ
か
ら
さ
ら
に
24
か
月
の
就
労

が
許
可
さ
れ
ま
す
︶。

　
上
記
は
２
０
２
１
年
以
降
に

廃
止
さ
れ
た
規
則
で
す
が
、
以

前
と
変
わ
ら
な
い
規
則
も
あ
り

ま
す
。

・
家
族
を
通
し
た
永
住
権
申
請

の
審
査
の
待
ち
時
間
は
若
干
早

ま
り
ま
し
た
が
、
国
ご
と
に
定

め
た
人
数
制
限
は
以
前
同
様
。

・
３
年
・
10
年
再
入
国
禁
止
令

は
現
状
の
ま
ま 

︵
１
９
９
６
年

に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
、
米
国

入
国
時
に
決
め
ら
れ
た
滞
在
期

限
を
１
８
０
日
間
過
ぎ
た
場
合

３
年
間
米
国
に
入
国
不
可
と
と

も
に
ビ
ザ
の
更
新
・
延
長
も
不

可
。
期
限
を
１
年
過
ぎ
た
場
合

は
、
10
年
間
米
国
に
入
国
で
き

ず
、
ビ
ザ
の
申
請
も
不
可
能
に

な
る
︶。

・
抽
選
永
住
権
の
取
得
者
数
は

５
万
５
０
０
０
人
の
ま
ま
。

・
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
保
持
者
の
配

偶
者
︵
Ｈ-

４
保
持
者
︶
へ
の

就
労
許
可
は
、
２
０
２
０
年
以

前
と
同
様
に
Ｈ-

１
Ｂ
保
持
者

が
永
住
権
を
申
請
し
て
、
移
民

局
で
Ｉ-

１
４
０
申
請
が
許
可

さ
れ
た
な
ら
ば
Ｈ-

４
ビ
ザ
保

持
者
も
就
労
申
請
が
可
能
。

　
ま
た
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で

最
も
注
目
さ
れ
た
不
法
移
民
の

人
た
ち
へ
の
永
住
権
申
請
と
許

可
、
特
にD

ream
ers (

ア
メ

リ
カ
に
不
法
移
民
の
親
に
連
れ

ら
れ
滞
在
し
、
教
育
を
受
け
、

オ
バ
マ
政
権
下
で
就
労
許
可
を

与
え
た
ら
れ
子
供
達
︶
へ
の
法

案
で
す
が
、
２
０
２
１
年
に
新

た
に
米
国
の
議
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
ま
だ
上
院
で
可
決

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
米
国
は
移
民
で
成
り
立
っ
た

国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
２
０
２
２
年
に
移
民
法

の
規
則
が
現
状
よ
り
も
さ
ら
に

良
い
方
向
に
変
わ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

 ︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

２
０
２
１
年
度
の
移
民
法
の
新
規
則
の
考
察

　
日
本
映
像
翻
訳
ア
カ
デ
ミ
ー

︵
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ａ
︶
は
、
1
月
15
日

(

土)

か
ら
2
月
5
日(

土)

の

4
週
に
わ
た
り
特
別
セ
ミ
ナ
ー

﹁
世
界
で
勝
つ
　
コ
ン
テ
ン
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
　
最
低

限
知
っ
て
お
く
べ
き
4
つ
の
フ

ァ
ク
タ
ー
﹂
を
開
講
す
る
。

　
優
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
国
境

を
越
え
て
評
価
さ
れ
る
。
ア
ニ

メ
や
映
画
な
ど
の
映
像
作
品
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ゲ
ー
ム
、

本
、
伝
統
芸
能
、
食
と
い
っ
た

日
本
生
ま
れ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が

世
界
中
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

優
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
街
が
活

気
づ
い
た
り
、
人
が
成
長
し
た

り
す
る
き
っ
か
け
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
る
。
日
本
に
は
、
そ

ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
携
わ
る
人

材
が
大
勢
い
る
が
、
彼
ら
が
ま

だ
ま
だ
世
界
の
舞
台
に
上
が
っ

て
い
な
い
こ
と
も
事
実
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｔ
Ａ
は
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

ミ
ス
合
同
会
社
と
共
に
﹁
コ
ン

テ
ン
ツ
に
携
わ
る
人
材
が
学
ぶ

べ
き
ビ
ジ
ネ
ス
の
ル
ー
ル
や
ノ

ウ
ハ
ウ
﹂
を
凝
縮
し
た
全
4
回

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
講
座
︻
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
版
︼を
開
講
す
る
。

講
師
陣
は
開
発
者
の
林
美
千
代

氏
と
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

の
最
前
線
で
活
躍
す
る
4
人
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。

　
世
界
の
舞
台
で
勝
負
し
、
そ

し
て
勝
ち
た
い
と
思
う
あ
な
た

へ
向
け
た
最
初
の
一
歩
を
照
ら

す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
も
言
え
る
。

　
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
さ
れ
た
4

つ
の
講
義
で
受
講
生
は
学
ぶ
こ

と
に
な
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
に
携

わ
る
人
に
必
須
の
力
を
4
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
内

容
は
全
て
、
北
米
に
お
け
る
コ

ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
方

を
基
準
と
し
て
い
る
。

Ｄ
Ａ
Ｙ
１
﹁
実
践
・
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
＆
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ

ス
﹂　
1
月
15
日
︵
土
︶

講
師
：
田
中
香
織
　(

一
社)

ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン 

ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
専
務
理
事

詳
細
・
申
し
込
み
は
▼
Ｄ
Ａ

Ｙ
１: https://peatix.com

/
event/3055903

Ｄ
Ａ
Ｙ
２
﹁
世
界
水
準
の
知

財
管
理
と
法
務
﹂　
1
月
22
日

︵
土
︶

講
師
：
柴
田
純
一
郎
　
米
国
弁

護
士(

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州) 

・
日
本
弁
理
士(

特
定
侵
害
訴

訟
代
理
業
務
付
記)

詳
細
・
申
し
込
み
は
▼
Ｄ
Ａ

Ｙ
２: https://peatix.com

/
event/3058106

Ｄ
Ａ
Ｙ
３
﹁
米
国
へ
の
企
画

ピ
ッ
チ
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
﹂　

1
月
29
日(

土)

講
師
：
大
西
美
枝
　
実
写
／
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー

詳
細
・
申
し
込
み
は
▼
Ｄ
Ａ

Ｙ
３: https://peatix.com

/
event/3058135

Ｄ
Ａ
Ｙ
４
﹁
世
界
で
結
果
を
出

す
！
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
﹂　
2
月
5

日(

土)

講
師
：
小
川
卓
／H

A
PPY

 
A

N
A

LY
T

IC
S 

代

表

取

締

役
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大

学
院
客
員
教
授

詳
細
・
申
し
込
み
は
▼
Ｄ
Ａ

Ｙ
４: https://peatix.com

/
event/3058147

　
各
講
義
の
後
半
で
は
ブ
ラ
ン

ド
プ
ロ
ミ
ス
合
同
会
社
代
表
・

林
美
千
代
氏
と
講
師
の
対
談
セ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
う
予
定
。

コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

田中講師

柴田講師

大西講師

小川講師

林
美
千
代

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
合
同
会
社 

代
表

　
劇
場
映
画
の
制
作
現
場
か
ら

始
ま
り
、
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

と
、
一
貫
し
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
業
界
に
身
を
置
く
。

担
当
し
た
ブ
ラ
ン
ド
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
総
勢
50
以
上
、
創
出

市
場
価
値
・
総
額
８
０
０
０
億

円
超
。
現
在
は
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ

ミ
ス
合
同
会
社
に
て
、
ブ
ラ
ン

ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、

海
外
／
国
内
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち

上
げ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
事

業
戦
略
な
ど
幅
広
く
手
掛
け

る
。

　
次
期
Ｎ
Ｙ
市
長
の
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
氏
は
12
月
20

日
、
１
月
１
日
の
就
任
に
向

け
、
新
同
市
政
の
上
層
部
に

５
人
の
女
性
を
任
命
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
同
市
第
一

副
市
長
に
は
、
２
０
２
１
年

２
月
に
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ

同
市
長
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
顧
問
に
任
命
さ
れ
、

10
年
か
ら
同
市
学
校
建
設
局

長
を
務
め
る
ロ
レ
ー
ヌ
・
グ

リ
ロ
氏
が
就
任
す
る
。
そ
の

ほ
か
、
運
営
担
当
副
市
長
に

は
米
運
輸
省
行
政
官
と
し
て

同
市
タ
ク
シ
ー
＆
リ
ム
ジ
ン

委
員
会
を
率
い
た
ミ
ー
ラ
・

ジ
ョ
シ
ー
氏
、
経
済
開
発
担

当
副
市
長
に
は
住
宅
保
存
開

発
局
を
含
む
３
市
政
機
関
を

預
か
っ
た
マ
リ
ア
・
ト
レ
ス

-

シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
氏
、
保
健

福
祉
担
当
副
市
長
に
は
フ
ォ

ー
ダ
ム
大
学
大
学
院
児
童
福

祉
学
部
長
の
ア
ン
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ-

ア
イ
ソ
ム
氏
、
そ

し
て
戦
略
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
担

当
副
市
長
に
は
低
所
得
者
を

支
援
す
る
非
営
利
団
体
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
・
ウ
エ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ

代
表
の
シ
ー
ナ
・
ラ
イ
ト
氏

が
任
命
さ
れ
た
。 

　

女性幹部

５人任命
エリック NY 市長

http://www.Japanperformingarts.org
http://www.satoshikanazawa.net
mailto:satoshi@satoshikanazawa.com
mailto:tate@hatoryuny.com
http://www.tate-hatoryuny.com
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:alumni.aogaku.ny@gmail.com
http://www.ymcatfv.org
https://peatix.com/event/3055903
https://peatix.com/event/3058106
https://peatix.com/event/3058135
�https://peatix.com/event/3058147
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新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ニ
ュ
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シ
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タ
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グ
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ー
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ァ
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勝
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Tel: 917-796-4592
Mail: noontan@earthlink.net

  作家・ジャーナリスト

冷泉　彰彦

 
 画家

 横尾　忠則

新年を迎え、コラ
ム「米語 Watch」
で取り上げた言葉

（太字で示す）で
２０２１年を振り
返ります。

　アメリカ 46 代目大統領ジョー・バイデ
ン氏は、選挙後の勝利演説で Restore the 
Soul of America（アメリカの魂を取り戻す）
を宣明しました。２０２１年は「すべての
人に 平等の機会が与えられる、良識と民主
主義の社会を目指す」ことから始まるはず
だったのです。しかし、新年のほろ酔い気
分がまだ残る１月６日、アメリカは歴史上
の大きな汚点となる日を迎えました。首都
ワシントンでの Capitol Riot  （米議会暴動）
です。トランプ氏は自分の大統領選での敗
北を認めず、彼の支持者が Rioters（暴徒）
と化しバイデン氏の新大統領就任を認定す
る議事を暴力で妨害したのです。良識と民
主主義は大きく傷つきました。
　その混乱のもと船出したバイデン政権は、
トランプ路線を否定することから始まりま
した。前政権が脱退した地球温暖化対策の
枠組みパリ協定への復帰を発表したのです。
新政権が気候変動対策を内政・外交の最重
要な柱と位置付けたことは特記に値します。
また、新政権は Dreamers（子供のころに連
れて来られた不法移民 ) を保護する政策をは
じめとして、移民政策の転換を図るための 
Pathway  to Citizenship（不法移民のための
市民権への道筋）を打ち出し、トランプ路
線からの脱却を明確にしました。　
　しかし、この一年の間、移民対策、銃規
制や警察改革といったバイデン政権が掲げ

る主要政策は目に見える成果をあげること
はできませんでした。上院で半数の議席を
有する野党共和党の強い抵抗があったから
です。２０２０年には４万５０００人が銃
により亡くなったにもかかわらず、銃規制
は進まず Ghost Gun（追跡できない手作り
銃）を登録することを義務付けるという限
定的なものに止まりました。No-knock Raid

（急襲捜査）で黒人女性が不当に殺されたり、
黒人男性が警官の膝に押し付けられて死亡
した事件を契機として、Blue Wall of Silence

（警察仲間の沈黙のかばい合い）に象徴され
る警察を、市民の視点で改革しようという
試みも、急進派の主張 Defund the Police ！

（警察に予算をつけるな！）が逆効果となり
頓挫しました。
　バイデン政権の支持率が下がる中、与党
民主党はインフラ予算成立に全力を尽くし
ました。１・２兆ドルを超える、道路、鉄
道、水道、エネルギーなどの物的インフラ
予算は、半年をかけて共和党の一部からも
支持を取り付け成立しました。　これから
年末にかけて、　2 兆ドルにも上る歴史的な
Human Infrastructure　（人的インフラ）の
成立にバイデン政権は邁進するでしょう。
この医療、介護、住宅、無償教育や子ども
手当の充実など弱者を支援するため、加え
て環境をみすえたエネルギー政策を推進す
るための基本綱領 Build Back Better （米国
をより良い国へ立て直す）法案が、どのよ
うに決着するのか…これは新年２０２２年
にせまる中間選挙の命運を決定するかもし
れません。
　２０２１年もアメリカにおける新型コ
ロナによるパンデミックは、衰えを見せ

ませんでした。ワクチンにより死亡者の
数は多少減少しましたが、感染者の総数は
５０００万人以上に及び、　死者の総計は
80 万人に達しようとしています。新しいオ
ミクロン株も心配されます。その中で、回
復後も長く続くコロナ後遺症（Long Covid）
で苦しむ人（Long ー Hauler）が大勢いるこ
とが明らかになり、医療機関が対応を迫ら
れています。後遺症にかかった人の約３割
に神経・精神面での障害があるようで、そ
の中でも、Brain Fog が大きい問題になって
います。これは頭に霧がかかったように思
考・記憶力が落ちることで、体力が回復し
ても、仕事や生活に何ヶ月も悪影響を及ぼ
すのです。
　バイデン大統領は、Unvaccinated ( ワ
クチン未接種者）を減らすべく、連邦政
府職員および従業員１００人超の企業に
Vaccination Mandate（ワクチン義務化）を
宣言しました。ニューヨーク市は、レスト
ラン屋内での食事、加えて公立学校の教職
員へのワクチン接種証明を義務付けました。
しかし アメリカでは、Vaccine Hesitancy（ワ
クチンへのためらい）現象が大きい壁とし
て立ち塞がっています。いくつかの州では、
ワクチン義務化に反対する知事がおり、バ
イデン政権を提訴しています。国の分断に
よりパンデミックが政治化され、ワクチン
の普及を阻害しているのは残念なことです。　　
　パンデミックは仕事場にも大きな影響を
与えました。リモート通勤が主体になっ
たところも多くあります。その中で自分
の人生や仕事を見直す動きが顕著となり、
毎月何百万人が自ら仕事を辞める Great 
Resignation（大辞職現象） が起きていて、ア
メリカ社会はその対応に苦慮しています。
　新年はどのような年になるでしょうか。
ワクチンが広く普及し、新しい飲み薬が効
果をあげてコロナが収束しますように、そ
して経済が回復して、生活に困る人々が一
人でも減りますように！ そう祈るのみです。
 （旦　英夫・ニューヨーク州弁護士）
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「米語Ｗａｔｃｈ」で
振り返る２０２１年

　
メ
リ
ア
ム
＝
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

辞
典
は
11
月
29
日
、
﹁
ワ
ク
チ

ン
﹂
を
今
年
を
象
徴
す
る
こ
と

ば
﹁
ワ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
﹂
と
し
て
発
表
し
た
。 

　
﹁
ワ
ク
チ
ン
﹂
の
検
索
数
は
、

Ｎ
Ｙ
市
で
米
国
初
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
行
わ
れ
た
２
０
２
０
年
12
月

に
６
０
１
％
、
今
年
１
年
間
で

は
１
０
４
８
％
増
加
し
た
。
同

辞
典
総
合
編
集
責
任
者
の
ピ
ー

タ
ー
・
ス
コ
ロ
フ
ス
キ
ー
氏
は

同
ワ
ー
ド
が
選
ば
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
﹁
驚
く
べ
き
速
さ
で
開

発
さ
れ
た
と
い
う
科
学
的
な
側

面
、
そ
し
て
方
針
や
政
治
、
政

党
を
巡
る
激
し
い
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
と
い
う
２
つ
の
異
な
る

背
景
が
あ
る
﹂
と
解
説
し
て
い

る
。
同
氏
に
よ
る
と
、単
語﹁
ワ

ク
チ
ン
﹂
の
語
源
は
近
代
ラ
テ

ン
語
の
﹁vaccinus

︵
雌
牛

か
ら
︶﹂
で
、
当
時
は
植
菌
の

た
め
に
牛
痘
の
膿
疱
か
ら
採
取

し
た
液
体
を
示
し
て
１
８
８
２

年
に
初
め
て
使
わ
れ
た
と
い

う
。
同
辞
典
は
今
年
初
旬
、
電

子
版
の
同
単
語
の
項
目
に
、
フ

ァ
イ
ザ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
、

モ
デ
ル
ナ
社
が
開
発
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
のm

R
N

A

︵
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ーR

N
A

︶
ワ

ク
チ
ン
に
関
す
る
内
容
を
追
加

し
た
。 

多
く
の
辞
典
は
選
考

委
員
会
が﹁
ワ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
﹂
を
選
ぶ
一
方
で
、
同

辞
典
は
08
年
当
初
か
ら
、
急
上

昇
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
検
索
数
や
動
向
を

基
に
選
考
し
て
い
る
。今
年
は
、

１
月
６
日
の
連
邦
議
会
襲
撃
事

件
に
関
す
る
﹁insurrection

︵
暴
動
、
反
乱
︶﹂
の
検
索
数
は

６
１
０
０
０
％
上
昇
し
、
先
月

下
院
で
可
決
し
た
超
党
派
の
広

帯
域
ア
ク
セ
ス
や
高
齢
者
ケ

ア
、
プ
レ
ス
ク
ー
ル
を
含
む
イ

ン
フ
ラ
投
資
計
画
法
案
に
巡
る

﹁infrastructure

﹂

は
、

橋

や
道
路
な
ど
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
は
で
き
て
い
な
い
イ
ン
フ

ラ
と
は
何
か
を
調
べ
る
た
め
に

検
索
数
が
急
増
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
上
位
10
位
に
選
ば

れ
た
の
は
次
の
通
り
。
今
年
大

発
生
し
た
﹁cicada

︵
蝉
︶﹂、

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
ズ
が
改
名
し
た

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
ズ
の
﹁guardian

﹂、

SN
S

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
親

会
社
の
新
社
名
﹁m

eta

﹂、
生

ま
れ
た
と
き
の
性
別
と
自
身

の
性
自
認
が
一
致
し
て
い
る

﹁cisgender

﹂、
人
種
的
偏
見

に
対
す
る
警
告
を
意
味
す
る

﹁w
oke

﹂、
全
米
ス
ペ
リ
ン
グ

大
会
で
14
歳
の
優
勝
を
決
定
づ

け
た
﹁m

urraya

︵
ゲ
ッ
キ

ツ
属
の
植
物
︶﹂。 

今年の言葉ランキング

「ワクチン」 
ウェブスターが発表

 米 語
Watch

http://www.tarumiviolinists.com
mailto:yukakotarumi@gmail.com
http://www.newheritagetheatre.org
mailto:noontan@earthlink.net
facebook.com/kyoko.sato.73744801
instagram.com/kyokosatony/
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本
紙
創
刊
と
同
時
に
始
ま
っ
た
児
童
生
徒
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
﹁
こ
と
ば
の
泉
﹂
は
今
年
で

18
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
の
コ
ロ
ナ
に
よ

る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
へ
の
対
応
と
し
て
E
メ
ー
ル

に
よ
る
応
募
受
け
付
け
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

幼
稚
園
生
か
ら
高
校
生
ま
で
絵
日
記
、
詩
、
作
文
、

創
作
童
話
、
小
論
文
な
ど
お
よ
そ
９
０
０
点
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
期
の
年
間
大
賞
は
２
０
２
０
年
11
月
第
一

週
か
ら
２
０
２
１
年
10
月
末
ま
で
に
掲
載
さ
れ

た
２
０
０
作
品
よ
り
、
第
一
次
審
査
と
し
て
編

集
部
が
左
記
の
15
作
品
を
選
出
。
そ
の
15
作
品

を
対
象
に
審
査
員
５
名
に
よ
る
最
終
審
査
が
行

わ
れ
、
年
間
大
賞
６
点
を
選
出
し
ま
し
た
。
本

ペ
ー
ジ
で
は
最
優
秀
賞
、
第
一
席
、
第
二
席
、

第
三
席
と
佳
作
２
名
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。

ご
協
力
頂
い
た
審
査
員
の
方
々

■
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

　
松
本
太
首
席
領
事

■
全
日
空
米
州
室
ア
カ
ウ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
竹
本
登
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
補
佐

■
ア
メ
リ
カ
紀
伊
國
屋
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店

　
高
野
耕
太
郎
店
長

■
ペ
ー
ス
大
学
語
学
科
　

　
八
幡
真
帆
教
授

■
週
刊
N
Y
生
活
発
行
人
・
C
E
O

　
三
浦
良
一

＊
例
年
12
月
初
旬
に
入
賞
者
と
ご
家
族
、
審
査

員
の
方
々
を
招
い
て
日
系
人
会
に
て
表
彰
式
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
今

年
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
考
慮
し
表
彰
式
は
開
催

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
第
18
回
﹁
こ
と
ば
の
泉
﹂
年
間
大
賞
入
賞
作
品
発
表
◆

　
ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ

た
。
ぼ
く
の
父
は
イ
タ
リ
ア
人
。

ぼ
く
の
母
は
日
本
人
。
ぼ
く
の

母
は
ぼ
く
に
﹁
ル
イ
君
、
ル
イ

君
、
ル
イ
君
は
な
に
人
だ
と

思
う
。﹂
と
よ
く
聞
く
。
で
も
、

ぼ
く
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
だ

っ
て
、
ぼ
く
は
ぼ
く
だ
も
ん
。

　
ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
ア
メ
リ

カ
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
は
色
々

な
国
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
が
住
ん
で
い
る
メ
ル
テ
ィ
ン

グ
ポ
ッ
ト
だ
。
ぼ
く
の
現
地
校

の
友
だ
ち
は
、
か
ん
国
、
中
国
、

台
わ
ん
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ロ
シ

ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
み
ん
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ち
が
う
。
だ

か
ら
こ
そ
面
白
い
。
だ
か
ら
、

授
業
中
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
る
と
、
色
々
な
意
見
が
出

て
く
る
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
同

じ
で
な
く
て
よ
い
。
み
ん
な
が

ち
が
う
意
見
を
持
つ
事
が
良

い
。
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
話

し
合
う
事
が
面
白
い
。

　
ぼ
く
は
、
平
日
は
現
地
校
、

土
曜
日
は
育
英
学
園
の
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
平
日
の

ほ
う
か
後
に
イ
タ
リ
ア
語
の
勉

強
を
す
る
。
冬
は
日
本
で
祖
母

と
過
ご
し
、
夏
は
イ
タ
リ
ア
の

父
の
家
族
の
も
と
へ
遊
び
に
行

く
。
ぼ
く
は
、
日
本
の
食
べ
物

が
大
好
き
で
、
特
に
う
め
ぼ
し

と
な
っ
と
う
が
大
好
物
。
温
泉

も
好
き
だ
し
、
な
ん
と
い
っ
て

も
日
本
は
き
れ
い
で
み
ん
な
や

さ
し
い
。
道
に
ゴ
ミ
も
落
ち
て

い
な
い
。
イ
タ
リ
ア
に
行
く
と

い
と
こ
が
二
人
い
る
の
で
た
く

さ
ん
遊
ん
で
、
パ
ス
タ
や
ピ
ザ

を
食
べ
る
。

　
日
本
で
は
、
祖
母
が
﹁
う
ん

う
ん
﹂
と
し
ず
か
に
う
な
ず
き

な
が
ら
ぼ
く
の
話
を
聞
い
て
く

れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
テ
ー

ブ
ル
を
か
こ
ん
で
み
ん
な
が
一

斉
に
話
し
出
す
。

　
ぼ
く
は
、
今
は
ぼ
く
が
な
に

人
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ぼ
く

は
ぼ
く
。
世
界
で
一
人
だ
け
の

ぼ
く
。
な
に
人
で
も
い
い
よ
。

み
ん
な
と
や
さ
し
く
、
お
た
が

い
を
思
い
合
っ
て
過
ご
し
て
、

ぼ
く
達
の
地
球
を
大
切
に
す
る

こ
と
。
そ
れ
が
、
ぼ
く
が
今
、

一
番
思
う
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶

最
優
秀
賞 

﹁
ぼ
く
は
ぼ
く
だ
よ
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ピ
ニ
　
琉
伊
　

1.「かぞくへ」　ピッツバーグ日本語補習授業校小２　小松 美結

2.  「おむすび」　テキサス州アマリロ小２　あじつ みな

3.  「秋の楽しみ」　ニューヨーク育英学園アフタースクール小４　片岡 勇真

4.  「わたしのゆめ」　リセ・ケネディ日本人学校小４　温 アミ まりか

5.  「『ランドセルは海をこえて』を読んで」　

　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４　高垣 菜音

6.  「ぼくはぼくだよ」　ニューヨーク育英学園サタデースクール小５　スピニ 琉伊 

7.  「だいすきだよ、チャーくん」　ノースペン日本語学園小５　ウィロビー 愛美

8.  「新しい生活が始まって」中部テネシー日本語補習校小５　若月 いずみ

9.  「さよならの日」　シンシナティ日本語補習校小６　白井 美尋

10.「学校のカメレオン」　オンライン日本語補習校中１　クラーク 将人

11.「出会いに感謝」　プリンストン日本語学校中１　高山 英士

12.「変わってしまった世界」　ニュージャージー補習授業校中２　小林 拓斗

13.「我慢して、感謝して」　ニューヨーク日本人学校中１　新 優人

14.「差別について私が思うこと」　プリンストン日本語学校中３　中川 陽葵

15.「メラニンの美しさ」　フィラデルフィア日本語補習授業校高１　伊波 優和

　＊学校・学年・滞米年数は作文執筆時のものです。

2021 年「ことばの泉」年間大賞第一次審査通過作品

最優秀賞受賞のスピニ琉伊さんには副賞として全日空協賛による
日米往復無料航空券が贈呈されます。おめでとうございます！

写真は竹本登ニューヨーク支店長補佐

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」
１人には全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自
由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただ
し、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を
目安に最長 2000 字まで。●写真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、
学年、保護者名、E メールアドレスを明記のうえ、右記までお送りください。

 ●郵送先：  NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

  71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

● E メール宛先： nyseikatsu.sakubun@gmail.com 
＊ E メールでの応募は手書き原稿をスキャンしたもの（PDF) Word 原稿、どちらでも可。
左記の情報とデジカメや携帯で撮影したオリジナル写真も忘れずに。

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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今
年
の
夏
は
初
め
て
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
で
過
ご
し
た
。
家
に

居
る
時
間
が
あ
ま
り
に
も
長
す

ぎ
て
普
段
あ
ま
り
見
な
い
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
を
よ
く
見
た
。
そ

こ
に
は
、
黒
人
や
ア
ジ
ア
人
へ

の
差
別
に
関
し
て
話
し
合
っ
て

い
た
。
非
人
間
的
な
行
動
や
言

動
を
捉
え
た
動
画
が
ニ
ュ
ー
ス

や
S
N
S
で
多
く
見
受
け
ら
れ

た
。
町
に
行
け
ば
＃
B
L
M
の

デ
モ
も
多
く
見
ら
れ
た
。
私
も

夜
な
夜
な
ベ
ッ
ド
で
過
去
の
事

を
思
い
出
し
て
い
た
。﹁
私
は

一
体
何
な
の
？
﹂

　
私
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
二

年
後
に
、
家
族
全
員
で
大
阪
に

移
住
し
た
。
私
が
い
た
所
は
あ

ま
り
外
国
人
が
い
な
く
私
た
ち

家
族
は
凄
く
目
立
っ
て
い
た
。

幼
稚
園
で
は
私
が
唯
一
の
ハ
ー

フ
だ
っ
た
。
友
達
は
い
た
が
、

た
ま
に
私
の
容
姿
に
つ
い
て
言

っ
て
く
る
子
が
増
え
た
。
例
え

ば
、﹁
ま
つ
毛
が
長
く
て
魔
女

み
た
い
﹂
な
ど
、
大
人
か
ら
す

れ
ば
ま
つ
毛
が
長
い
の
は
褒
め

言
葉
だ
が
、
当
時
の
私
は
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
。
小
学
校
に
入

っ
た
頃
は
色
々
な
子
か
ら
違
い

を
指
摘
さ
れ
た
。
私
の
眉
毛
が

太
す
ぎ
る
、
毛
が
濃
い
、
鼻
が

低
い
、
髪
が
う
ね
っ
て
る
、
肌

が
黒
い
な
ど
他
に
も
沢
山
言
わ

れ
た
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
を
見
れ

ば
美
白
、
高
い
鼻
な
ど
私
と
は

逆
の
人
達
し
か
い
な
っ
か
っ

た
。
大
人
達
も
可
愛
い
と
は
言

っ
て
く
れ
る
が
何
が
可
愛
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
私
は
醜

い
ん
だ
、
美
し
く
な
い
ん
だ
と

思
っ
た
。

　
小
学
四
年
生
の
時
、
父
の
都

合
で
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
行
っ
た
。

そ
の
時
に
初
め
て
白
人
と
日
本

人
以
外
の
人
と
接
し
た
。
私
の

行
っ
た
学
校
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

の
人
達
が
多
く
私
は
自
分
に
似

て
る
人
達
と
友
達
に
な
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
白
人
、
黒
人
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
関
係
な
か
っ

た
。
皆
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
。

テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
私
に
似
た

目
鼻
立
ち
の
人
が
美
人
と
し
て

映
さ
れ
て
い
た
。
で
も
、
ま
た

日
本
に
戻
ら
な
い
と
い
け
な
く

な
っ
た
。
今
度
は
私
の
母
の
故

郷
、
沖
縄
だ
っ
た
。
首
里
で
暮

ら
し
て
い
た
時
も
ハ
ー
フ
で
あ

る
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
た
。
で

も
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ

る
事
を
言
わ
れ
た
。
そ
の
当
時

は
、
な
ぜ
こ
ん
な
事
を
言
わ
れ

る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て

色
々
な
事
を
学
ん
だ
時
気
が
付

い
た
。
美
し
さ
や
差
別
は
、
大

人
が
勝
手
に
都
合
を
付
け
て
造

っ
た
物
だ
と
。
お
金
や
権
力
の

為
に
ト
ッ
プ
の
人
達
が
広
げ
て

い
っ
た
も
の
だ
と
。
美
し
さ
は

人
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
種
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し

さ
が
あ
る
と
。
そ
れ
か
ら
は
、

私
は
自
分
の
事
を
醜
い
と
思
わ

な
く
な
っ
た
。
私
は
こ
の
よ
う

な
経
験
は
辛
か
っ
た
が
今
で
は

必
要
な
事
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
何
度
か

私
と
似
た
よ
う
な
体
験
を
し
て

い
る
子
達
に
声
を
掛
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
苦
し
ん
で
い
る
時
、

大
人
や
周
り
の
人
達
が
言
っ
て

欲
し
か
っ
た
言
葉
を
…
。

　
こ
の
夏
休
み
は
時
間
が
十

分
あ
っ
た
の
で
自
分
が
い
ま

ま
で
押
し
殺
し
て
い
た
感
情
と

向
き
合
う
こ
と
が
出
来
た
。
夏

休
み
は
黒
人
女
性
の
ビ
ヨ
ン
セ

や
リ
ア
ー
ナ
の
活
躍
に
注
目
し

て
い
た
。
ビ
ヨ
ン
セ
は
茶
色
い

肌
も
美
し
い
と
い
う
歌
を
出
し

た
。
聴
く
た
び
に
涙
が
溢
れ
て

し
ま
う
。
リ
ア
ー
ナ
は
自
身
の

ブ
ラ
ン
ド
で
40
色
も
あ
る
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
出
し
、
最

近
で
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
種

の
モ
デ
ル
を
起
用
し
た
ス
キ
ン

ケ
ア
の
CM
を
出
し
て
い
る
。
こ

の
人
達
の
お
か
げ
で
視
野
が
広

が
り
、
私
も
様
々
な
世
代
に
向

け
て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

な
り
た
い
と
決
心
し
た
夏
だ
っ

た
。

　
　
　
　
　   

　︵
滞
米
5
年
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

第
一
席

﹁
メ
ラ
ニ
ン
の
美
し
さ
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
波
　
優
和

　
今
年
の
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
あ
っ
と
い
う
間
に
世

界
中
に
広
が
り
、
こ
の
世
界
を

突
然
変
え
て
し
ま
っ
た
。
世
界

の
感
染
者
は
十
月
の
終
わ
り

に
は
約
四
千
五
百
万
人
を
超

え
、
死
亡
者
数
は
百
二
十
万
人

以
上
に
も
な
っ
た
。
僕
の
住
む

ア
メ
リ
カ
で
も
感
染
者
数
は

一
千
万
人
近
く
、
死
亡
者
数
は

二
十
三
万
人
を
超
え
る
数
字

だ
。
正
直
、
想
像
も
出
来
な
い

ほ
ど
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
突
然
、
当
た
り
前
だ
っ
た
事

が
当
た
り
前
で
な
く
な
り
、
多

く
の
人
が
命
を
落
と
す
恐
ろ
し

い
世
界
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

周
り
の
人
と
の
距
離
が
遠
く
な

り
、
一
日
の
過
ご
し
方
も
だ
い

ぶ
変
わ
っ
た
。
誰
も
が
経
験
し

た
事
の
な
い
、
新
し
い
世
界
が

や
っ
て
来
た
。﹁
生
﹂
を
与
え

て
く
れ
る
は
ず
の
こ
の
世
界

は
、
命
を
奪
う
恐
ろ
し
い
も
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
多

く
の
人
の
家
族
や
友
人
、
大
切

な
人
も
奪
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

ま
で
普
通
に
生
き
て
き
た
人
々

は
、
怯
え
な
が
ら
生
き
て
行
く

事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う

こ
の
世
界
は
こ
の
ま
ま
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
、

ま
た
元
の
世
界
に
戻
る
事
が
で

き
る
の
か
。
い
つ
に
な
っ
た
ら

世
界
中
の
皆
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
世
の
中
に
、
戻
る
事
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
問
題
が
起
き
て
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
苦
し
い
と
思
う

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
感

染
の
危
険
が
あ
る
為
、
自
由
に

外
出
で
き
ず
、
友
達
に
直
接
会

う
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
家
で
夏
の
課
題
に
一
人
で
取

り
組
む
の
は
と
て
も
苦
痛
だ
っ

た
。
夏
が
終
わ
り
新
学
期
が
始

ま
る
と
現
地
校
で
は
高
校
生
と

な
り
、
忙
し
い
毎
日
が
始
ま
っ

た
。
全
て
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

な
の
で
、
時
々
不
便
も
感
じ
た
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
先
生
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
や

は
り
難
し
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
僕
の
生
活
環
境
を
一

変
さ
せ
、
僕
は
こ
れ
ま
で
体
験

し
た
事
の
な
い
不
安
と
も
ど
か

し
さ
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
だ
。

　
し
か
し
、
悪
い
事
ば
か
り
で

は
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
世
界

に
不
安
は
あ
る
も
の
の
、
同
時

に
新
し
い
発
見
も
し
た
。
学
校

に
登
校
す
る
日
常
と
は
異
な

り
、
画
面
を
通
し
て
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
や
先
生
と
授
業
を
受
け
る

の
は
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
皆

の
様
子
が
垣
間
見
え
て
面
白
い

事
も
あ
る
。
補
習
校
で
は
、
運

動
会
や
文
化
祭
が
中
止
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
本
当
に
残
念
で
な

ら
な
か
っ
た
が
、
皆
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
繋
が
る
事
が
で
き
た
時

は
楽
し
さ
を
感
じ
た
の
と
同
時

に
、
週
一
回
で
も
直
接
顔
を
合

わ
せ
て
一
緒
に
勉
強
し
た
り
ふ

ざ
け
合
う
時
間
が
い
か
に
大
切

だ
っ
た
か
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
別
の
良
い
点
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
睡
眠
不
足
だ
っ

た
僕
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

お
蔭
で
時
間
に
余
裕
が
で
き
、

睡
眠
時
間
を
十
分
取
る
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は

毎
日
体
調
も
良
く
、
頭
が
と
て

も
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
新
し
い
友
達
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
話
し
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し

て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た

事
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　
僕
は
こ
の
世
界
が
ま
た
輝
き

を
取
り
戻
せ
る
と
信
じ
て
い

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
苦

境
は
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思

う
。

　
ま
だ
コ
ロ
ナ
問
題
は
直
ぐ
に

は
収
ま
り
そ
う
に
な
い
が
、
ま

た
世
界
中
の
皆
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
日
が
き
っ
と
来
る
は
ず

だ
。
今
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
て

来
た
友
達
と
ま
た
一
緒
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
遠
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
心
の
距
離
感
を
取

り
戻
し
て
い
き
た
い
。

　
皆
で
一
丸
と
な
り
こ
の
状
況

を
越
え
て
い
け
れ
ば
、
き
っ
と

世
界
は
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶

第
二
席

 ﹁
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
語
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
　
拓
斗

　
朝
起
き
た
ら
ぼ
く
は
、
少
し

さ
び
し
い
気
持
ち
が
し
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
今
日
ぼ
く
の
お

姉
ち
ゃ
ん
が
、
ミ
シ
ガ
ン
の
学

校
に
長
い
間
行
っ
ち
ゃ
う
か
ら

で
す
。
ぼ
く
は
お
姉
ち
ゃ
ん
を

送
る
た
め
に
、
車
に
乗
り
ま
し

た
。
車
は
荷
物
で
す
ご
く
パ
ン

パ
ン
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
お
か
し
、
本
、
ア
イ

パ
ッ
ド
で
ひ
ま
つ
ぶ
し
を
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
荷
物
が

多
す
ぎ
て
ひ
ま
つ
ぶ
し
が
で
き

る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ん
と
か
、
本
も
読
み
終

わ
っ
て
お
か
し
も
食
べ
終
わ
っ

た
か
ら
、
ね
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
だ
け
ど
ず
っ
と
七
時
間
も

ね
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
か

ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
し
り
と
り

と
か
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
時
間
が
経

っ
て
い
ま
し
た
。
ミ
シ
ガ
ン
の

学
校
に
着
く
と
、
ぼ
く
達
は
お

姉
ち
ゃ
ん
の
荷
物
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、
ぼ
く
は
、
こ

の
た
く
さ
ん
の
荷
物
が
な
く
な

る
と
車
の
中
が
広
く
な
る
か

ら
、
ご
ろ
ん
と
で
き
て
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
お
姉
ち
ゃ
ん
が
コ
ロ

ナ
の
検
査
を
し
て
い
る
間
、
ぼ

く
達
は
お
姉
ち
ゃ
ん
が
り
ょ
う

の
生
活
に
必
要
な
ミ
ニ
冷
蔵
庫

を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
学
校
に
も
ど
っ
た

ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
悲
し
そ
う

な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
荷
物

を
運
び
終
わ
っ
て
、
さ
よ
な
ら

す
る
時
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
泣
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

な
ん
で
泣
い
て
い
る
の
か
す
ぐ

わ
か
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
い
っ

し
ょ
に
い
た
家
族
と
は
な
れ
る

な
ん
て
、
さ
び
し
い
は
ず
で
す
。

ぼ
く
も
さ
び
し
く
な
る
な
っ
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
う
い

う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
メ

ロ
ン
と
お
せ
ん
べ
い
を
独
り
じ

め
で
き
る
か
ら
、
う
れ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
ご

め
ん
ね
。

　
　
　
　︵
滞
米
３
年
10
か
月
︶

第
三
席

 ﹁
さ
よ
な
ら
の
日
﹂

　
　
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
　
美
尋

第
一
席
以
下
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
書
店
協
賛
に
よ

る
図
書
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
同

カ
ー
ド
は
米
国
内
の
紀
伊
國
屋
書
店
と
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
使
用
可
能
で
す
。
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ス
な
ど
で
耳
に
し
、
少
し
前
か

ら
知
っ
て
い
た
﹁
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
﹂
と
い
う
言
葉
。
自
分
に

は
関
係
な
い
だ
ろ
う
、
ほ
ん
の

数
か
月
経
っ
た
ら
収
ま
る
だ
ろ

う
、
な
ど
と
ど
こ
か
他
人
事
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
う
考
え
て
い
る
う
ち

に
私
た
ち
が
住
む
国
へ
、
町
へ

と
感
染
は
広
が
り
、
感
染
者
数

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
こ

の
状
況
を
理
解
す
る
に
は
、
時

間
が
必
要
で
し
た
。

　
昨
年
4
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
人
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
６
年
間
在
籍
し
て
い

て
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
開

校
し
て
か
ら
今
ま
で
の
中
で

も
、
異
例
な
出
来
事
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
学
校
に
行
く
こ
と
は

で
き
ず
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗

っ
て
登
校
す
る
と
い
う
毎
日
の

﹁
当
た
り
前
﹂
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
授
業
は
毎
日
パ

ソ
コ
ン
の
前
に
座
り
、
自
宅
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
画
面
越
し

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
好
き
で

楽
し
み
だ
っ
た
体
育
の
授
業
や

家
庭
科
の
実
技
、
音
楽
の
合
奏
。

昨
年
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

や
っ
て
い
た
こ
と
を
全
く
同
じ

よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う

こ
と
は
、
不
可
能
で
し
た
。
最

初
は
全
く
新
し
い
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
自
分
も
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
外
に
出
て
体
を
動

か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
、

友
達
に
会
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
高
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。

予
定
さ
れ
て
い
た
学
校
行
事
は

ほ
と
ん
ど
中
止
や
延
期
に
な

り
、
悔
し
く
て
悲
し
か
っ
た
こ

と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。
当
時
私
は
初
等
部

最
後
の
6
年
生
で
、
卒
業
式
は

学
校
で
行
え
る
の
だ
ろ
う
か
、

こ
の
ま
ま
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会

え
ず
に
一
年
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
な
ど

の
不
安
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　
自
粛
期
間
、
私
は
以
前
よ
り

ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
も
に
ニ
ュ

ー
ス
を
気
に
か
け
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に

は
衝
撃
的
な
記
事
も
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
の
延
期
開
催
や
突
然

の
芸
能
人
の
死
に
つ
い
て
。
職

を
失
っ
た
り
、
経
営
が
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
り

し
た
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
つ

い
て
。
そ
し
て
、
私
た
ち
日
本

人
を
含
む
ア
ジ
ア
人
の
差
別
的

な
事
件
に
つ
い
て
。
毎
日
報
道

さ
れ
る
バ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
、
コ
ロ
ナ
や
差
別
事
件
に

対
す
る
自
分
の
中
の
恐
怖
心
は

高
ま
る
一
方
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
現
在
、
２
０
２
１

年
。
少
し
ず
つ
私
た
ち
の
生
活

に
今
ま
で
の
日
常
が
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
。
学
校
に
も
毎
日
登

校
す
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
は

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
学

校
行
事
も
行
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
二
年
ぶ
り
の
運
動

会
。
１
か
ら
９
年
生
の
絆
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

年
ぶ
り
の
修
学
旅
行
。
８
年
生

と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に

浸
り
、
心
を
通
わ
せ
る
楽
し
さ

と
感
動
を
学
び
ま
し
た
。
私
た

ち
の
学
校
の
特
色
の
一
つ
で
あ

る
こ
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
こ

ん
な
に
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
だ

っ
た
の
か
、
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
っ
た
の
か
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
学
校
に
行
け
る
と
い
う
こ

と
、
友
達
に
会
え
る
と
い
う
こ

と
、
行
事
を
行
え
る
と
い
う
こ

と
、
す
べ
て
に
﹁
あ
り
が
た
い
﹂

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
私

は
憎
い
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
そ
う
か
も
し
れ
な

い
し
、
そ
う
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
沢
山
の

こ
と
に
﹁
あ
り
が
た
い
﹂
と
い

う
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
た

の
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
な
か
っ
た
ら
芽
生
え
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
っ
て
、
新
し

い
こ
と
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な

感
情
を
抱
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。 

　
一
人
一
人
が
我
慢
し
て
、
医

療
従
事
者
の
方
々
が
最
前
線
で

働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
か

げ
で
、﹁
今
日
﹂、
そ
し
て
﹁
今
﹂

と
い
う
日
常
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

み
ん
な
の
た
め
に
我
慢
し
た

り
、
相
手
の
こ
と
を
想
っ
た
り
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
感
謝
し
た

り
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
使
命
で
も
あ
る
の
で

す
。
　

          

　︵
滞
米
５
年
６
か
月
︶

佳
作

﹁
我
慢
し
て
、
感
謝
し
て
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
新
　
優
人

　
み
ん
な
、
い
つ
も
い
っ
し
ょ

に
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
パ
パ
は
、
毎
日
し
ご
と
に
行

っ
て
、
一
生
け
ん
め
い
は
た
ら

い
て
く
れ
る
。
時
間
が
あ
る
と
、

い
っ
し
ょ
に
自
て
ん
車
、
山
の

ぼ
り
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
う
ん

ど
う
を
し
て
く
れ
る
。
あ
り
が

と
う
。

　
マ
マ
は
、
い
つ
も
ご
は
ん
を

作
っ
て
、
せ
ん
た
く
、
そ
う
じ

な
ど
の
い
ろ
ん
な
し
ご
と
を
し

て
く
れ
る
。
ダ
ン
ス
や
し
ゅ
く

だ
い
を
見
て
く
れ
る
。
あ
り
が

と
う
。

　
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
な
か
っ
た

ら
さ
び
し
い
。
い
っ
し
ょ
に
ゲ

ー
ム
、
つ
り
、
プ
ー
ル
の
と
び

こ
み
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
。
け
ん
か
も
い
っ
ぱ
い
す

る
け
れ
ど
、
あ
り
が
と
う
。

　
妹
も
い
な
か
っ
た
ら
、
さ
び

し
い
。
い
っ
し
ょ
に
お
て
つ
だ

い
や
べ
ん
き
ょ
う
を
し
た
り
、

ダ
ン
ス
や
お
に
ご
っ
こ
を
し
て

あ
そ
ぶ
。
い
じ
わ
る
し
て
ご
め

ん
ね
。
あ
り
が
と
う
。

　
弟
は
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
妹
が
生
ま
れ

た
時
は
、
わ
た
し
も
小
さ
か
っ

た
け
れ
ど
、
今
は
、
だ
っ
こ
し

た
り
、
せ
わ
を
し
た
り
で
き
る

か
ら
た
の
し
い
。
お
こ
る
と
た

た
い
て
く
る
け
れ
ど
、
い
た
く

な
い
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
わ

ら
う
と
か
わ
い
く
て
、
大
き
い

ほ
っ
ぺ
た
が
一
番
す
き
。
あ
り

が
と
う
。

　
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
か
ぞ

く
が
大
す
き
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
た
の
し
い
こ
と
を
い
っ
し
ょ

に
し
た
い
ね
。

　
　
　 

　︵
滞
米
８
年
２
か
月
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

第 18 回「ことばの泉」年間大賞入賞作品発表
　
２
０
２
０
年
、
世
界
は
一
瞬

に
し
て
あ
る
﹁
恐
ろ
し
い
何

か
﹂
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の

正

体

は
、CO

V
ID

-19

こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
昨
年
３
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
と
も

に
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
は

自
粛
す
る
、
密
を
防
ぐ
。
賑
わ

っ
て
い
た
町
か
ら
は
徐
々
に
人

が
消
え
、
お
店
も
閉
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。
友
達
の
家
に
遊
び

に
行
っ
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

外
食
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
出

来
ず
、
次
第
に
簡
単
に
家
の
外

に
出
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

佳
作

﹁
か
ぞ
く
へ
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
小
松
　
美
結

https://satoricollegeplanning.com/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
http://www.gwjs.org
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松
本
太
審
査
委
員

　
今
年
も
大
変
優
秀
な
作
品
ば

か
り
で
、
大
い
に
悩
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
き
っ
と
将
来
は
作
家

に
な
れ
ま
す
よ
。
そ
こ
で
、
今
年

は
き
っ
と
将
来
プ
ロ
の
大
作
家

に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
作
文
を
選
ん
で
み
ま
し

た
。

　
最
初
は
、
白
井
美
尋
さ
ん
の

﹁
さ
よ
な
ら
の
日
﹂
は
素
晴
ら
し

い
出
来
で
す
。
お
姉
さ
ん
と
の

別
れ
の
日
に
感
じ
た
自
分
の
感

情
を
、
少
し
お
か
し
く
、
け
れ
ど

も
、
み
ず
み
ず
し
く
描
い
て
い

る
の
が
本
当
に
良
い
で
す
ね
。

そ
の
後
、
お
姉
さ
ん
は
お
う
ち

に
た
ま
に
は
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
か
。

　
次
に
ス
ピ
ニ
琉
伊
君
の
﹁
ぼ

く
は
ぼ
く
だ
よ
﹂
は
、
自
分
自
身

が
何
者
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

揺
る
ぎ
な
い
自
信
が
感
じ
ら
れ

て
、
本
当
に
頼
も
し
い
で
す
ね
。

こ
の
調
子
な
ら
、
瑠
偉
君
の
人

生
は
﹁V

a bene tutto

﹂で
す
。

間
違
い
な
い
。

　
小
松
美
結
さ
ん
の
﹁
か
ぞ

く
へ
﹂
は
、
家
族
へ
の
感
謝
に
あ

ふ
れ
た
賛
美
歌
の
よ
う
で
す
。

き
っ
と
幸
せ
な
家
族
な
ん
で

す
ね
。
羨
ま
し
い
な
あ
。
あ
り
が

と
う
を
い
つ
も
心
で
さ
さ
や
け

ば
、
な
ん
で
も
う
ま
く
い
く
は

ず
で
す
。

　
そ
し
て
伊
波
優
和
さ
ん
の

﹁
メ
ラ
ニ
ン
の
美
し
さ
﹂
も
、
自

分
の
経
験
で
感
じ
た
悩
み
を
超

え
て
、
ど
こ
か
広
い
地
平
線
に

き
っ
と
か
け
だ
し
て
い
き
そ
う

な
息
吹
が
感
じ
ら
れ
て
、
美
し

い
文
章
で
す
。
き
っ
と
優
和
さ

ん
が
美
し
い
人
だ
か
ら
で
し
ょ

う
。

　
あ
じ
つ
み
な
さ
ん
の
﹁
お
む

す
び
﹂
も
、
自
分
の
ミ
ド
ル
ネ
ー

ム
と
同
じ
意
味
だ
と
知
っ
て
、

お
む
す
び
が
ま
す
ま
す
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
言
葉
を

足
す
と
、﹁
縁
結
び
﹂︵
え
ん
む
す

び
︶
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ち
ょ
う

し
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
い
ろ

い
ろ
な
﹁
え
ん
﹂
を
む
す
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
高
垣
菜
音
さ
ん
の
﹁
ラ
ン
ド

セ
ル
は
海
を
こ
え
て
﹂
は
、
厳
し

い
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
こ
と
を

よ
く
考
え
た
菜
音
さ
ん
の
や
さ

し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る

文
章
で
す
。
是
非
こ
れ
か
ら
も
、

世
界
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る

人
た
ち
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

竹
本
登
審
査
員

　
毎
回
同
じ
事
を
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
が
、
多
数
応
募
さ
れ

た
作
品
の
中
か
ら
こ
れ
が
一
番

と
優
位
を
付
け
る
の
は
大
変
難

し
く
、
全
て
の
作
品
に
最
優
秀

賞
を
差
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で

す
。
今
年
の
作
品
の
多
く
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
日
々
の
生
活

が
大
き
く
変
わ
っ
た
事
か
ら
、

新
し
く
発
見
し
た
事
や
経
験
し

た
事
を
題
材
に
さ
れ
た
も
の
が

多
い
で
す
。
選
考
対
象
作
品
は

年
齢
層
も
幅
広
い
こ
と
か
ら
、

文
章
の
書
き
方
や
表
現
の
仕
方

等
、
技
術
的
な
と
こ
ろ
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
そ
の
事
を
念
頭

に
お
き
な
が
ら
、
筆
者
の
気
持

ち
や
考
え
が
伝
わ
っ
て
く
る
作

品
を
そ
れ
ぞ
れ
評
価
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
ど
れ

も
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で

す
。
筆
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
思
っ
た
事
、
経

験
し
た
事
、
心
に
残
っ
た
事
を

書
き
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
素
敵
な

作
品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
井
波
優
和
﹁
メ
ラ
ニ
ン
の
美

し
さ
﹂　
人
種
差
別
に
つ
い
て
、

自
ら
の
経
験
に
基
づ
く
内
容
で

書
か
れ
て
い
た
の
が
、
と
て
も

説
得
力
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
ど
ん
な
に
相
手
の
心
を
思

い
や
る
事
が
出
来
る
人
で
も
、

実
際
に
差
別
を
さ
れ
た
人
の
気

持
ち
の
全
て
を
理
解
出
来
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
当
事
者
だ
か

ら
言
え
る
事
が
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
間
に
は

バ
イ
ア
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

バ
イ
ア
ス
を
通
し
て
人
は
自
分

以
外
の
人
間
を
見
て
い
ま
す
。

そ
の
バ
イ
ア
ス
を
完
全
に
取
り

除
く
事
が
出
来
な
く
て
も
、
そ

れ
を
違
う
も
の
へ
変
え
る
事
は

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
声
を
大
き
く
自
分
自

身
の
経
験
を
回
り
の
人
へ
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
と
い
う
筆
者
、
応
援
し
て
い

ま
す
。頑
張
っ
て
下
さ
い
。

■
新
優
人
﹁
我
慢
し
て
、
感
謝

し
て
﹂
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０

年
か
ら
２
０
２
１
年
の
自
分
を

取
り
巻
く
環
境
変
化
に
よ
っ

て
、
い
か
に
成
長
さ
れ
た
か
が

窺
え
ま
す
。
多
く
の
方
が
同
じ

よ
う
な
経
験
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
筆
者
は
こ
の
経
験
が
無

け
れ
ば
見
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
事
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
人
そ

れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
や
思
い
は
異

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
作

文
の
中
で
自
分
自
身
の
気
持
ち

を
表
現
し
今
何
が
必
要
な
事
な

の
か
を
明
確
に
つ
た
え
て
い
ま

す
。

■
ク
ラ
ー
ク
将
人
﹁
学
校
の
カ

メ
レ
オ
ン
﹂　
爬
虫
類
、
ち
ょ
っ

と
苦
手
な
ト
ピ
ッ
ク
で
す
が
、

将
来
は
動
物
の
お
世
話
や
研
究

さ
れ
る
職
種
に
つ
か
れ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
思
い

描
く
も
の
を
実
現
さ
せ
た
い
、

来
年
卒
業
を
控
え
次
の
世
代
に

向
け
て
形
あ
る
も
の
を
残
し

て
い
き
た
い
。
そ
の
気
持
ち
が

ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
く
る
作
文

で
し
た
。
し
っ
か
り
、
自
分
の
夢

と
責
任
を
自
覚
さ
れ
て
い
る
事

は
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま

す
。

審
査
員
選
評

■
ス
ピ
ニ
琉
伊
﹁
ぼ
く
は
ぼ
く

だ
よ
﹂　
出
身
国
、
人
種
、
言
語
、

性
別
等
、
全
て
を
何
か
に
カ
テ

ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
、
人
に
レ
ベ
ル

を
張
っ
て
区
別
す
る
と
い
う
事

が
普
通
と
な
っ
て
い
る
世
の
中

で
、
筆
者
の
体
験
か
ら
自
分
は

何
人 

︵
出
身
国
︶ 

だ
と
型
に
は

め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

は
自
分
な
ん
だ
と
自
己
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
明
し
、
お
互

い
を
尊
重
し
敬
意
を
払
う
事
が

大
切
だ
と
気
付
か
れ
た
筆
者
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
考
え
が
変
わ

ら
ず
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
高
垣
菜
音
﹁
ラ
ン
ド
セ
ル
は

海
を
越
え
て
﹂　
地
球
上
に
は

い
ろ
い
ろ
な
国
が
あ
り
ま
す
。

自
分
達
の
生
活
し
て
い
る
環
境

が
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
て
い
る

の
か
と
気
付
く
事
で
、
恵
ま
れ

て
い
な
い
国
や
人
達
に
何
か
を

し
て
差
し
上
げ
よ
う
と
思
う
気

持
ち
は
と
て
も
尊
い
と
思
い
ま

す
。
筆
者
が
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に
、
自
分
が
出
来
る
範
囲
で

実
際
に
行
動
す
る
事
で
笑
顔
に

な
れ
る
人
を
多
く
増
や
し
て
い

っ
て
欲
し
い
と
心
か
ら
思
い
ま

す
。

■
小
林
拓
斗
﹁
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
世
界
﹂　
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
が
変
化
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
な
っ
た
事
の
一
長
一
短
が

学
生
で
あ
る
筆
者
か
ら
語
ら
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
は
世
界
中
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
学
校
生
活
に

も
大
き
な
変
化
が
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
の

体
験
と
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
を

書
か
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
皆
で
一

丸
に
な
っ
て
前
に
進
ん
で
い
く

事
が
何
よ
り
も
大
事
な
ん
だ
と

つ
く
づ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

高
野
耕
太
郎
審
査
員

　
最
終
選
考
に
残
っ
た
15
作
品

を
読
ま
せ
て
頂
き
、
今
年
も
甲

乙
つ
け
難
い
、
難
し
い
選
考
で

し
た
。
今
回
の
傾
向
と
し
て
、
や

は
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
後

の
社
会
生
活
や
、BLM

運
動
を

踏
ま
え
た
差
別
問
題
や
時
事
問

題
を
取
り
上
げ
る
作
品
も
多

く
、
骨
太
な
考
察
を
さ
れ
て
い

る
も
の
も
多
く
、
頼
も
し
く
思

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
マ
ク

ロ
な
視
点
も
含
み
つ
つ
、
な
お

か
つ
自
分
の
体
験
や
考
察
と

結
び
付
け
て
、
自
分
の
言
葉
で

描
き
出
さ
れ
て
い
る
作
品
に
は

高
く
評
価
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　
社
会
の
再
開
が
進
ん
で
き
た

と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
伴
う
状
況
は
ま
だ
ま
だ

社
会
生
活
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な

状
況
が
後
押
し
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
流
れ
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
情

報
が
氾
濫
し
て
お
り
、
情
報
量

は
多
い
け
れ
ど
も
真
偽
不
明
だ

っ
た
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
飲
み

込
み
や
す
い
情
報
が
フ
ェ
イ
ク

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹁
事

実
﹂
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る

よ
う
な
逆
説
的
な
現
象
も
絶
え

ず
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
大
切
な
の

は
、
良
質
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
追

求
し
て
い
く
こ
と
、
自
ら
考
え

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
生
み
出
し
た
表

現
へ
の
フ
ィ 

ー 

ド
バ 

ッ
ク
を

人
か
ら
受
け
て
い 

く
こ
と
、
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

自
分
の
言

葉
で
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は

簡
単
な
こ
と
で
な
く
、
時
と
し

て
つ
ら
い
作
業
で
す
が
、
自
分

で
考
え
抜
い
て
生
み
出
し
た
文

章
は
必
ず
自
分
の
血
肉
に
な
り

ま
す
し
、
時
が
た
っ
て
か
ら
読

み
返
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
自

分
の
指
針
を
再
確
認
す
る
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
是
非
、
文
章
表
現

を
続
け
て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

八
幡
真
帆
審
査
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が
全
世
界
を

席
巻
し
て
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
二

年
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
作

文
が
去
年
よ
り
多
く
な
り
ま
し

た
。
つ
ら
い
事
、
寂
し
い
事
、

不
便
な
事
を
数
多
く
経
験
し
た

一
方
で
、
自
粛
生
活
の
中
で
こ

そ
経
験
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た

様
で
す
。
家
族
と
よ
り
多
く
の

時
間
を
過
ご
せ
る
様
に
な
っ

た
、
以
前
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
を
よ

く
見
る
様
に
な
っ
た
、
時
間
に

追
わ
れ
ず
に
生
活
で
き
る
様
に

な
っ
た
、
な
ど
で
す
。

　
私
自
身
、
時
間
に
追
わ
れ
な

い
分
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い

趣
味
や
勉
強
を
始
め
ら
れ
た
事

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
勿

論
人
々
の
命
や
生
活
を
奪
っ
た

こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
、
早
く

過
去
の
も
の
、
も
う
恐
れ
な
く

て
よ
い
も
の
に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
種
差
別
の
問
題
も
今
ま

で
以
上
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
不
安
な
世
の
中
で
今
ま

で
隠
れ
て
い
た
負
の
感
情
が
一

気
に
湧
き
出
て
、
意
味
や
根
拠

な
ど
な
く
、
た
だ
不
安
の
は
け

口
に
し
て
い
る
の
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　
中
川
さ
ん
が
書
い
て
い
る
様

に
、
か
ら
か
っ
た
り
暴
力
を
振

る
っ
た
り
、
誰
か
が
す
る
と
必

ず
真
似
を
す
る
者
が
出
て
来

る
、
他
人
が
し
て
い
る
か
ら
自

分
が
し
て
も
許
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
言
う
付
和
雷
同
、
そ
こ
が
人

間
の
弱
さ
で
す
。
そ
の
弱
さ
と

は
、
伊
波
さ
ん
も
書
い
て
い
ま

す
が
、
周
り
に
引
き
ず
ら
れ
て

か
ら
か
う
、
あ
る
い
は
根
拠
の

な
い
優
越
感
か
ら
平
気
で
口
に

出
す
、
し
か
し
言
わ
れ
た
側
に

と
っ
て
は
深
い
心
の
傷
と
な
る

の
で
す
。
ふ
ざ
け
て
言
っ
た
だ

け
だ
と
い
う
言
い
訳
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
弱
さ
を
突
き

飛
ば
す
強
さ
を
身
に
つ
け
る
為

に
教
育
を
受
け
て
い
る
と
い
う

自
覚
を
常
に
持
っ
て
い
て
下
さ

い
。

　
ま
た
差
別
と
は
人
種
に
対
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
性
別
、
年

齢
、
能
力
、
貧
富
、
思
想
、
嗜

好
、
性
格
、
容
姿
、
健
康
、
様
々

な
も
の
に
対
し
、
個
人
の
勝
手

な
線
引
き
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の

差
別
と
戦
い
な
が
ら
生
き
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
教
育
を
受
け
る
真
の

目
的
と
は
、
真
の
平
等
を
知
り

皆
で
幸
せ
に
な
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

小

林

さ

ん
、

新

さ

ん

は
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に
よ
る
学
校
、
活

動
、
行
事
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と

へ
の
悲
し
み
や
寂
し
さ
の
中

で
、
今
ま
で
し
な
か
っ
た
、
出

来
な
か
っ
た
事
の
発
見
や
そ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
出
来
て
い
た

こ
と
へ
の
感
謝
を
綴
っ
て
い
ま

す
が
、
長
い
人
生
の
中
で
起
こ

る
良
い
事
悪
い
事
、
そ
の
全
て

か
ら
良
い
も
の
を
見
つ
け
、
人

生
の
糧
に
す
る
、
そ
れ
で
こ
そ

自
分
も
他
人
も
幸
せ
に
な
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
能

力
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
見
つ

け
た
な
ら
素
晴
ら
し
い
。
小
林

さ
ん
の
言
う
様
に
い
つ
か
は
収

ま
る
、
そ
し
て
新
し
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
る
の
で
す
。
常
に

変
化
し
て
動
い
て
い
る
世
界
へ

の
順
応
性
を
持
つ
事
、
そ
れ
は

状
況
に
応
じ
て
自
分
の
力
を
遺

憾
無
く
発
揮
で
き
る
様
に
自
分

を
鍛
え
て
お
く
と
い
う
事
で

す
。
ど
ん
な
世
界
で
も
自
由
に

幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
、
か
っ
こ

い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
　

　
白
井
さ
ん
の
﹁
さ
よ
な
ら
の

日
﹂
に
は
短
い
文
章
の
中
に
家

族
の
愛
情
の
姿
が
よ
く
現
れ
て

い
ま
す
。
普
段
は
照
れ
く
さ
く

て
表
現
で
き
な
い
け
れ
ど
、
別

れ
て
暮
ら
す
と
な
る
と
寂
し
い

も
の
で
す
。
車
中
で
は
平
気
を

装
っ
て
い
た
お
姉
ち
ゃ
ん
も
別

れ
の
場
面
で
は
泣
き
出
し
て
し

ま
い
、
白
井
さ
ん
に
も
そ
の
悲

し
み
が
伝
わ
る
、
こ
れ
が
家
族

で
あ
り
、
人
間
で
す
。
お
姉
ち

ゃ
ん
が
い
な
く
な
っ
た
ら
お
や

つ
を
独
り
占
め
で
き
る
嬉
し
さ

も
あ
る
と
白
状
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
正
直
で
す
ね
。
文
章
は
こ

う
書
け
ば
褒
め
ら
れ
る
、
何
と

か
ま
と
ま
る
と
言
う
気
持
ち
で

書
く
と
ど
こ
に
で
も
あ
り
が
ち

な
退
屈
な
作
文
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
分
が
思
っ
た
様
に

正
直
に
書
け
ば
い
い
の
で
す
。

そ
れ
は
き
っ
と
読
む
人
の
心
に

響
く
は
ず
で
す
。

　
片
岡
さ
ん
の
﹁
秋
の
楽
し

み
﹂。
ア
メ
リ
カ
で
は
秋
は
あ

っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
美
し
い
季
節
で
す
が
、
次
々

に
あ
る
楽
し
い
行
事
か
ら
ク
リ

ス
マ
ス
に
向
か
っ
て
い
く
ワ

ク
ワ
ク
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
日
本
で
も
﹁
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
﹂﹁
食
欲
の
秋
﹂
と
、
爽
や

か
で
実
り
豊
か
な
季
節
を
喜
ぶ

習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
の
夜

長
に
読
書
を
楽
し
む
﹁
読
書
の

秋
﹂
も
あ
り
ま
す
よ
。
最
近
は

本
離
れ
と
か
で
読
書
の
習
慣
ど

こ
ろ
か
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
な

い
と
い
う
人
も
増
え
て
い
ま
す

が
、
本
と
い
う
物
は
読
ま
な
け

れ
ば
読
め
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
言
葉
は
耳
で
聞
い
て
覚
え
る

だ
け
で
な
く
、
質
の
良
い
日
本

語
は
良
い
本
を
読
む
事
に
よ
っ

て
の
み
学
べ
る
の
で
す
か
ら
、

何
か
一
冊
読
む
と
決
め
て
こ
の

季
節
に
是
非
読
破
し
て
見
て
下

さ
い
。
読
後
感
想
文
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
ス
ピ
ニ
さ
ん
、
自
分
は
な
に

人
か
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
あ
な
た
は
一
人
の
素

敵
な
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
日
本

の
お
祖
母
さ
ん
、
イ
タ
リ
ア
の

ご
親
戚
に
毎
年
会
い
に
行
け
る

と
は
何
と
幸
せ
な
環
境
で
し
ょ

う
。
自
分
と
い
う
も
の
の
背
景

を
知
り
、
そ
れ
を
大
切
に
生
き

ら
れ
る
の
は
大
き
な
幸
せ
で

す
。
イ
タ
リ
ア
語
も
日
本
語
も

マ
ス
タ
ー
し
て
ご
親
戚
と
仲
良

く
し
な
が
ら
成
長
し
て
欲
し
い

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
文
化
を
持

つ
人
々
と
交
流
で
き
る
ア
メ
リ

カ
の
学
校
な
ら
で
は
の
特
権
を

ス
ピ
ニ
さ
ん
は
既
に
享
受
し
て

い
る
様
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

言
葉
を
話
せ
れ
ば
そ
の
喜
び
は

更
に
増
す
も
の
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
不
自
由
な
事
の
多

い
生
活
の
中
で
の
若
い
人
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
希
望
が
感
じ

ら
れ
た
作
文
の
数
々
で
し
た
。

普
段
英
語
で
生
活
、
勉
強
す
る

中
で
日
本
語
の
作
文
を
書
く
の

は
素
晴
ら
し
い
事
で
す
。Lit-

eracy 

は
日
本
語
で
は
読
み
書

き
で
す
が
、
読
ま
な
け
れ
ば
読

め
な
く
な
る
、
書
か
な
け
れ
ば

書
け
な
く
な
る
の
で
す
。
両
方

を
大
切
に
し
て
日
本
語
と
英
語

のLiteracy

を
伸
ば
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
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自
分
の
書
い
た
文
章
が
、
大

勢
の
人
の
目
に
触
れ
る
と
い
う

の
は
楽
し
い
こ
と
で
す
。

　﹁
か
ぞ
く
へ
﹂
を
書
い
た
小

松
美
結
さ
ん
。
ス
ト
レ
ー
ト
に

家
族
の
み
ん
な
へ
の
気
持
ち
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。﹁
み
ん

な
い
つ
も
一
緒
に
い
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
最
初
に
持
っ
て
き
た
の

が
文
章
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
最
後
に
持

っ
て
き
て
も
ま
た
、
違
っ
た
テ

イ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら

で
も
結
構
で
す
。

　﹁
ぼ
く
は
ぼ
く
だ
よ
﹂
を
書

い
た
ス
ピ
ニ
瑠
伊
く
ん
。
そ
の

通
り
で
す
。
日
本
と
イ
タ
リ
ア

と
米
国
。
そ
れ
ぞ
れ
の
好
き
な

と
こ
ろ
を
自
分
ら
し
さ
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。﹁
大

好
き
だ
よ
、
チ
ャ
ー
く
ん
﹂
を

書
い
た
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
愛
美
さ

ん
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
書

か
れ
た
文
体
か
ら
は
チ
ャ
ー
く

ん
へ
の
愛
情
が
溢
れ
て
ま
す

ね
。﹁
さ
よ
な
ら
の
日
﹂
を
書

い
た
白
井
美
尋
君
。
お
姉
さ
ん

と
の
別
れ
は
辛
い
け
ど
、
メ
ロ

ン
と
お
せ
ん
べ
い
を
独
り
占
め

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
ね
。
で
も
本
当
は
分

け
て
食
べ
た
方
が
美
味
し
い
ん

だ
よ
。﹁
学
校
の
カ
メ
レ
オ
ン
﹂

を
書
い
た
ク
ラ
ー
ク
将
人
君
。

何
事
に
も
ビ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て

あ
た
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
学

校
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
と
こ
ろ

も
光
っ
て
ま
し
た
。﹁
出
会
い

に
感
謝
﹂
を
書
い
た
高
山
英
士

君
。
そ
う
で
す
、
別
れ
の
数
だ

け
出
会
い
が
あ
る
の
で
す
。﹁
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
﹂
を
書

い
た
小
林
拓
斗
君
。
さ
す
が
中

学
２
年
生
と
も
な
る
と
デ
ー
タ

を
使
っ
て
論
旨
を
展
開
。
た
だ

こ
う
い
う
原
稿
は
一
般
論
に
な

り
が
ち
な
の
で
、
具
体
的
な
個

人
体
験
を
最
初
に
持
っ
て
く
る

と
読
者
を
惹
き
つ
け
ま
す
。﹁
我

慢
し
て
、
感
謝
し
て
﹂
を
書
い

た
新
　
優
人
君
。
身
近
な
学
校

生
活
の
具
体
的
な
描
写
に
観
察

眼
が
際
立
っ
て
い
て
長
文
で
も

ス
ー
っ
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
調
子
！
﹁
差
別
に
つ
い
て

私
が
思
う
こ
と
﹂
を
書
い
た
中

川
陽
葵
さ
ん
。
ア
ジ
ア
ン
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
、
怖
い
で
す
よ

ね
。
差
別
さ
れ
た
当
事
者
か
ら

の
言
葉
は
重
く
人
の
心
に
響
き

ま
す
。
英
訳
し
て
ア
メ
リ
カ
人

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
作
品
で

し
た
。﹁
メ
ラ
ニ
ン
の
美
し
さ
﹂

を
書
い
た
伊
波
優
和
さ
ん
。
肌

の
色
も
個
性
だ
と
思
え
ば
自
分

が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
気
分
で
す

よ
。
美
し
さ
と
は
表
現
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

https://japaneseschool.org
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３部門で金・銀・銅９人

 

選
　
　
　
評

 

金
賞
　
日
本
語
部
門
　
　

 

金
賞
　
18
歳
未
満
部
門

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家

大
江
千
里
審
査
員

俳
人

大
高
翔
審
査
員

書
画
家

田
中
太
山
審
査
員

　
日
本
語
部
門
の
金
賞
、﹁
風
光

る
﹂
に
﹁
注
射
針
﹂
も
一
瞬
き

ら
り
と
光
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

﹁
直
角
に
入
る
﹂
の
観
察
眼
も
光

っ
て
い
る
。
銀
賞
、﹁
終
戦
日
﹂

の
季
語
を
取
り
合
わ
せ
た
こ
と

で
﹁
濡
れ
砂
﹂
の
﹁
足
形
﹂
が

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
生
き
る
証
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
心
に
響
い
た
。

銅
賞
、﹁
そ
ぞ
ろ
行
く
﹂
に
ゆ
っ

た
り
と
楽
し
む
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
﹁
蛍
舞
う
﹂
美
し
い
ひ
と

と
き
を
句
に
留
め
た
。
18
歳
未

満
部
門
の
金
賞
、﹁
ベ
ラ
ン
ダ
の

つ
ら
ら
﹂
と
い
う
身
近
な
季
節

感
に
着
目
し
た
と
こ
ろ
が
い
い
。

﹁
陽
﹂
に
輝
く
﹁
一
本
﹂
に
感
激

し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

銀
賞
、﹁
さ
よ
な
ら
﹂
を 

﹁
言
え

ず
﹂
か
ら
作
者
の
さ
み
し
い
気

持
ち
が
よ
く
わ
か
る
。﹁
飛
ん
だ

朝
﹂
の
空
を
と
て
も
広
く
感
じ

た
。
銅
賞
、﹁
め
し
べ
﹂
と
い
う

細
部
の
観
察
が
い
い
。﹁
ち
ょ
こ

ん 

雨
し
ず
く
﹂
が
ほ
ほ
笑
み
か

け
て
い
る
よ
う
で
と
て
も
愛
ら

し
い
表
現
。
英
語
部
門
の
作
品

に
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
訳(

意

訳)

を
考
え
て
み
ま
し
た
。
臨

場
感
の
あ
る
英
語
俳
句
、
ど
れ

も
美
し
い
で
す
。

　
今
年
も
様
々
な
テ
ー
マ
、
推

敲
を
重
ね
ら
れ
た
深
い
内
容
の

も
の
が
多
く
あ
り
、
選
ぶ
の
が

困
難
で
し
た
。
結
果
は
、
ふ
と

目
に
入
っ
た
何
気
な
い
シ
ー
ン

を
詠
む
俳
句
が
選
ば
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
他
に
も
何
度
も

声
に
出
し
て
読
み
た
い
句
が
多

か
っ
た
で
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
句
に
大
変
感

動
い
た
し
ま
し
た
。
人
の
数
だ

け
詠
ま
れ
る
句
。
５
７
５
の
中

に
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
観
や

思
い
の
丈
が
詰
め
込
ま
れ
て
い

て
例
年
以
上
に
選
考
が
難
航
し

ま
し
た
。
今
年
も
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
来
年
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

俳
人

江
坂
衣
代
審
査
員

　
北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
２
１
は
11
月
末
、
３

部
門
︵
日
本
語
、
18
歳
未
満
、

英
語
︶
の
金
・
銀
・
銅
の
各
賞

と
学
校
賞
を
決
定
し
た
。
金
賞

は
、
斉
藤
照
枝
さ
ん
、
ク
ー
テ

ィ
ー
ジ
ェ
イ
ク
さ
ん
、
ダ
ン
・

シ
ュ
ウ
ェ
リ
ン
さ
ん
。
銀
賞

は
、
櫻
井
陽
子
さ
ん
、
宇
佐
美

樹
里
愛
さ
ん
、
ブ
レ
ッ
ト
・
ブ

ラ
デ
ィ
さ
ん
。
銅
賞
は
大
沼
順

子
さ
ん
、
森
真
美
さ
ん
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
・
ハ
ン
ブ
リ
ッ
ク
さ

ん
。
受
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
社
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
、
伊
藤
園
お
茶
ボ
ト
ル
ケ
ー

ス
が
贈
ら
れ
る
。
学
校
賞
は
、

計
11
句
が
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
に
選
ば
れ
た
ボ
ス
ト
ン
日
本

語
学
校
︵
杉
山
忠
彦
校
長
︶
と

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授

業
校
︵
土
橋
稔
史
校
長
︶
に
決

定
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
る
。

　
金
賞
受
賞
者
か
ら
は
、﹁
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
体

験
。
痛
み
も
感
じ
ず
、
そ
の
時

の
様
子
を
素
直
に
俳
句
に
し

た
。
今
後
は
英
語
俳
句
に
も
挑

戦
し
た
い
﹂︵
斉
藤
さ
ん
︶、﹁
最

初
に
見
た
の
は
雪
で
、
ポ
ト
ッ

と
何
か
が
お
ち
て
、
上
を
見
た

ら
つ
ら
ら
が
太
陽
の
光
を
あ
び

て
光
っ
て
た
。
そ
れ
が
素
敵
だ

と
思
っ
た
﹂︵
ク
ー
テ
ィ
ー
さ

ん
︶、﹁
酪
農
家
の
日
常
、
復
活

祭
の
朝
の
様
子
を
切
り
取
っ
て

み
た
﹂︵
シ
ュ
ウ
ェ
リ
ン
さ
ん
︶

な
ど
の
受
賞
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
銀
賞
・
銅
賞
受
賞
者
か
ら

は
、﹁
８
月
15
日
、
砂
浜
に
残

る
足
跡
を
見
て
つ
づ
い
て
ゆ
く

未
来
の
貴
さ
を
想
い
詠
ん
だ
﹂

︵
櫻
井
さ
ん
︶、﹁
京
都
賀
茂
川

の
あ
た
り
、
現
代
は
カ
ラ
フ
ル

に
な
っ
た
若
い
女
性
の
浴
衣
姿

に
蛍
が
飛
び
交
っ
て
い
た
宵
闇

の
一
景
﹂︵
大
沼
さ
ん
︶、﹁
庭

先
の
鳥
の
巣
が
あ
る
朝
空
っ
ぽ

学校賞は２校に

金　賞

斉
藤
照
枝
さ
ん 

日
本
語
部
門

D
a
n

 S
ch

w
e
rin

さ
ん 

英
語
部
門

ク
ー
テ
ィ
ー
ジ
ェ
イ
ク
さ
ん 

18
歳
未
満
部
門

風
光
る 

直
角
に
入
る 

注
射
針    

斉
藤
照
枝
　
Ｎ
Ｙ
州

ベ
ラ
ン
ダ
の 

つ
ら
ら
一
本 

陽
に
光
る     

ク
ー
テ
ィ
ー 

ジ
ェ
イ
ク
︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
５
　
11
歳
︶

Ｍ
Ａ
州

金賞　斉藤さん金賞　Schwerin さん金賞　クーティーさん

 金賞　 英語部門　　

his milking clothes
on the mudroom � oor
Easter morning

 ー Dan Schwerin, WI
搾乳服脱ぎ置かれたる復活祭 ( 日本語訳：大高翔 )

■
銀
賞      

日
本
語
部
門

濡
れ
砂
に 

足
形
つ
づ
く 

終
戦
日
　
櫻
井
陽
子
　
Ｎ
Ｙ
州

■
銅
賞  

日
本
語
部
門    

そ
ぞ
ろ
行
く 

浴
衣
姿
に 

蛍
舞
う
　
大
沼
順
子
　
Ｎ
Ｙ
州

■
銀
賞    

18
歳
未
満
部
門

﹁
さ
よ
な
ら
﹂
を 

言
え
ず
ひ
な
鳥 

飛
ん
だ
朝 

宇
佐
美
樹
里
愛
︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
５
　
11
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

■
銅
賞   

18
歳
未
満
部
門

し
ゃ
く
な
げ
や 

め
し
べ
に
ち
ょ
こ
ん 

雨
し
ず
く
　
　
　
　
　

 

森 

真
美
︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
９
歳
︶
Ｐ
Ａ
州

■銀賞　英語部門

night mist. . .
a saxophone's long blue notes
　　from somewhere soft

ー Brett C Brady, HI
サックスの長い青い音夜霧より

( 日本語訳：大高翔 )

■銅賞　英語部門

sunset
over the stubble � eld
he leans in for a kiss
ー Jennifer Hambrick, OH  
麦刈りの野へくちづけてゆく入日

( 日本語訳：大高翔 )

に
な
っ
て
い
て
妹
と
空
を
見
上

げ
た
。
今
で
も
空
を
飛
ん
で
い

る
鳥
を
見
る
と
元
気
か
な
と
思

う 

﹂︵
宇
佐
美
さ
ん
︶、﹁
雨
上

が
り
に
し
ゃ
く
な
げ
の
葉
が
ぬ

れ
て
い
た
。
花
に
目
を
や
る
と

め
し
べ
の
先
に
も
水
滴
が
つ
い

て
い
て
面
白
か
っ
た
﹂︵
森
さ

ん
︶、﹁
二
度
と
な
い
体
験
こ
そ

俳
句
。
サ
ッ
ク
ス
の
長
い
ブ
ル

ー
ノ
ー
ト
の
響
き
を
詠
ん
だ
﹂

︵
ブ
ラ
デ
ィ
さ
ん
︶
は
﹁
一
日

の
終
わ
り
の
涼
け
さ
と
燃
え
る

よ
う
な
夕
焼
け
と
ロ
マ
ン
ス
の

対
比
を
詠
ん
だ
﹂︵
ハ
ン
ブ
リ

ッ
ク
さ
ん
︶
な
ど
、
ま
た
学
校

賞
受
賞
校
か
ら
は
﹁
４
年
連
続

の
快
挙
！
一
同
喜
ん
で
い
る
﹂

︵
杉
山
校
長
︶、﹁
こ
の
賞
を
原

動
力
に
今
ま
で
以
上
に
応
募
し

て
い
く
﹂︵
土
橋
校
長
︶
な
ど

の
受
賞
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

新

俳

句

グ

ラ

ン

プ

リ

２
０
２
１
は
、
今
年
1
月
か

ら
10
月
ま
で
実
施
、
毎
月
各

部
門
７
句
ず
つ
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ

リ

ス

ト

を

選

び
、

そ

の

中
か
ら
受
賞
者
を
決
定
し

た
。
総
計
１
６
３
３
句
︵
日

本

語

２

８

７
、

18

歳

未

満

１
０
７
９
、
英
語
２
６
７
︶
の

応
募
が
あ
っ
た
。

　
当
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
プ
レ
ス
社
主
催
、
北

米
伊
藤
園
の
特
別
協
賛
で
、

２
０
１
１
年
に
始
ま
り
、
今
年

で
11
年
目
。
15
年
か
ら
は
18
歳

未
満
部
門
が
新
設
さ
れ
、
学
校

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
広
が

り
、
日
本
語
を
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
応
募
が
急
増
し
て
い
る
。

17
年
か
ら
は
最
も
多
く
セ
ミ
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
た
学

校
を
称
え
る
﹁
学
校
賞
﹂
を
設

置
し
た
。

俳人・編集者　スコット・メイソン審査員
<About Gold Prize Haiku>　Bashō instructed his pupils: “Awaken to the high 
and return to the low.” This poem reverses the order. Its first two lines could not 
be more down-to-earth, leading us to a mudroom floor. But its third line invokes 
Christianity’s highest holy day, marking Christ’s resurrection and ascent to Heaven. I 
fi rst responded to how a farmer must sacrifi ce ordinary comforts to perform his daily 
chores, even when others can take off. But—refl ecting on takeoffs—then I realized 
how this farmer’s unoccupied work clothes, after his chores were done, echo Christ’s 
empty sepulcher, after His earthy mission was complete. A small miracle.

銀賞　櫻井さん銀賞 Bradyさん銀賞　宇佐美さん銅賞　大沼さん銅賞 Hambrickさん銅賞 森さん

新俳句グランプリ 2021

　
こ
の
数
年
は
コ
ロ
ナ
で
大
変

な
世
の
中
で
す
。
そ
ん
な
中
で

金
賞
受
賞
の
句
で
注
射
針
に
着

眼
し
た
の
は
見
事
で
し
た
。
ま

た
海
外
な
ら
で
は
の
大
ら
か
に

自
然
を
詠
ん
だ
句
も
多
く
新
鮮

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
い
に

俳
句
に
親
し
み
楽
し
ま
れ
る
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
の
審
査

員
を
第
１
回
か
ら
さ
れ
て
い
る

俳
人
の
大
高
翔
さ
ん
は
﹁
数
え

て
み
れ
ば
10
年
間
コ
ン
テ
ス
ト

を
続
け
て
き
て
、
自
分
自
身
交

流
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が

積
も
り
に
積
も
っ
て
い
る
感
じ

だ
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
も
交
流

が
で
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
句
会
な
ど
の
交
流

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
た
。
積
み
上
げ
て
き
た
も
の

が
と
て
も
分
厚
く
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
記
念
碑
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
振
り
返

る
。
海
外
で
日
本
語
を
学
ぶ
児

童
が
俳
句
で
得
ら
れ
る
も
の
は

何
か
。﹁
先
日
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
で
日
本
語
を
学
ぶ
ア

メ
リ
カ
人
の
た
め
の
俳
句
の
集

い
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
主
に

鑑
賞
す
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た

が
、
句
を
作
る
場
合
も
、
自
分

の
心
に
合
う
言
葉
を
選
ぶ
と
い

う
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

季
語
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
で

語
彙
が
自
然
に
増
え
、
今
ま
で

使
っ
て
い
た
言
葉
と
は
違
っ
た

言
葉
で
日
本
語
を
よ
り
深
い
と

こ
ろ
で
表
現
し
よ
う
と
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
俳
句

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
日
本
語
習
得
上
の
最
大
の
影

響
だ
ろ
う
﹂

　
こ
の
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
で
対

面
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
反
面

リ
モ
ー
ト
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
っ
た
。﹁
九
州
、
東
京
、

東
北
と
い
ろ
ん
な
地
域
の
人
が

一
堂
に
集
ま
っ
て
や
れ
る
の
も

発
見
だ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
だ

と
体
調
に
合
わ
せ
て
参
加
す
る

こ
と
も
で
き
、
振
り
返
れ
ば
句

会
を
減
ら
す
こ
と
な
く
コ
ロ
ナ

の
前
よ
り
も
俳
句
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
。
昔
、
若
い
同
世
代

の
俳
人
の
勉
強
会
で
、
先
生
か

ら
﹃
俳
句
は
２
階
建
て
の
家
の

よ
う
な
も
の
だ
﹄と
言
わ
れ
た
。

１
階
は
皆
が
集
い
ワ
イ
ワ
イ
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
が
、

２
階
の
部
屋
に
上
が
っ
て
一
人

で
俳
句
に
向
か
い
合
う
時
間
も

必
要
だ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
は
２
階

で
俳
句
を
読
む
だ
け
の
世
界
だ

っ
た
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
す

る
こ
と
で
再
び
１
階
と
２
階
を

行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
創
作
仲
間
と
作

品
を
出
し
合
う
と
自
分
が
気
が

付
か
な
い
も
の
を
俳
句
に
す
る

こ
と
が
あ
る
。
仲
間
を
増
や
せ

る
新
し
い
時
代
と
も
言
え
る
﹂

︵
聞
き
手
・
本
紙
三
浦
良
一
／

オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︶

﹁
日
本
語
を
よ
り
深
く
表
現
﹂

俳
句
の
魅
力
を
審
査
員
の
大
高
さ
ん
語
る

http://artofhaiku.org
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新俳句グランプリ 2022
応募要項 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。www.artofhaiku.org

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AM
から2022年10月31日11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレ

ス社およびこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効とな

ります。応募者は、募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれていま

す。

日本語部門（18歳以上）

五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問いません。

英語部門（18歳以上）

以下のモデルを参考に表現してください。

Across the still lake
     through upcurls of morning mist  –   
          The cry of a loon
                             – O. Mabson Southard   
summer sun
     slowly dissolving
          boats on horizon
                            -Stephanie Visaya Bose 
18歳未満部門

日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］

毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email

メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を

添えてお送りください。

オンライン

www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法

的な親権者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募

してください。

 応募期間のスケジュール（予定）
応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方

法にかかわらず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初

の1つのみを有効とさせていただきます。

またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール（予定）
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されま

す。候補作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度

審査されるためには、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ご

ろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。

創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン

（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われま

す。候補作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たして

いることなどを示す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われな

かった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補作品は 、各応 募 期間の翌月第 4週号の「 週刊 N Y生 活」、ウェブサイト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、

銅賞は、2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載さ

れます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応

募要項は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

1 1/1/22 1/30/22 11:59:59pm 1/31/22

2 2/1/22 2/28/22 11:59:59pm 2/28/22

3 3/1/22 3/31/22 11:59:59pm 3/31/22

4 4/1/22 4/30/22 11:59:59pm 4/30/22

5 5/1/22 5/31/22 11:59:59pm 5/51/22

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

1 1/1/22 2/5/22 2/11/22 7 7 7

2 2/1/22 3/5/22 3/11/22 7 7 7

3 3/1/22 4/5/22 4/11/22 7 7 7

5 5/1/22 5/5/22 5/11/22 7 7 7

6 6/1/22 6/5/22 6/11/22 7 7 7

7 7/1/22 7/5/22 7/11/22 7 7 7

8 8/1/22 8/5/22 8/11/22 7 7 7

9 9/1/22 9/5/22 9/11/22 7 7 7

10 10/1/22 10/5/22 10/11/22 7 7 7

a stick goes over the falls at sunset   
                             –Cor van den Heuval

俳人

大高翔
SHO OTAKA

1977年徳島県生まれ。 俳
人。13歳より作句。ラ
イフワークとして、子供
たちや初心者への作句指
導を行う。近著に入門書
『ゼロから始める俳句入
門』、最新句集『帰帆(き
はん )』。藍花（あいば
な）俳句会副主宰、俳人
協会幹事、京都芸術大学
非常勤講師、日本ペンク
ラブ会員。公式サイト
http://www.shootaka.jp

【英語俳句審査員】俳人・編集者

スコット・メイソン SCOTT MASON
“The Wonder Code：Discover the Way of Haiku and See the World with New Eyes”の著者、
同書はHaiku FoundationからTouchstone Distinguished Books Award、Haiku Society of America
からHMerit Book Award（Prose）を受賞し、Kirkus Reviewsによる「2019年のベスト100イン
ディーブック」に選ばれた。2011年から21年までオンラインおよび印刷俳句ジャーナルThe 
Heron’s Nestの編集者、現在はHaiku Foundationの戦略部長を務める。自身の俳句は24以上
の国際大会で最優秀賞を含む200以上の賞を受賞。

俳人

江坂衣代
KINUYO ESAKA
1988年〜
     大串章主催俳句結社
     百鳥所属同人
2001年〜09年
 NY句会設立・代表
2014年〜
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソングラ
イターとして日本で活躍後
ニューヨークへ。最新作７作
目「Letter to N.Y.」はパンデ
ミックの中PCとキーボード
を使い一人で完成させた意
欲作。アトランタ、デトロイ
ト、アルバニアなどのジャズ
フェス、ミルウォーキーサ
マーフェスタ2021に出演。近
著に「マンハッタンに陽はま
た昇る」。
note.com/senrigarden

書画家

田中太山
TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ -」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.shootaka.jp
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20

栗
ご
飯

ア
ワ
ビ
と
わ
か
め
の
ス
ー
プ
　

ミ
ー
ト
ロ
ー
フ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

栗 .................... 18 個から 20 個　

米 ............................ 3 カップ半

水 ........................... ６５０ｃｃ

塩 .................小さじ１と１／２

昆布 ............................. 10 ｃｍ

塩蔵わかめ ........................20g
アワビ .............................. 2 個
にんにくすりおろし ....... 大１
オリーブオイル .............. 大１
みりん ............................. 大１
ごま油 ............................. 小１
オイスターソース ........... 小１
塩 ...............小２/3 から小１/2
胡椒 ............................. 小１/3

合い挽き肉 .................650g              
玉ねぎ微塵 ................. １個　　
卵 ................................ 1 個
ニンニク微塵 .............. 3 片　　
パン粉 ................. 大さじ５　　　
カシューナッツ ...........50g  
ケチャップ ...........大さじ 6  
オレガﾉ ................小さじ 1         
 バジル ......... 小さじ 1 ／ 2          
タイム .......... 小さじ 1 ／ 2        
塩 ........................ 小さじⅠ                           
胡椒 ............. 小さじ 1 ／ 2              
パプリカ ............. 小さじⅠ  

材料

材料

材料

　
ア
メ
リ
カ
の
栗
は
日
本
の
栗

に
比
べ
て
甘
く
感
じ
ま
す
。
栗

を
見
分
け
る
コ
ツ
は
手
で
触
る

と
固
く
、
中
に
空
洞
を
感
じ
な

い
も
の
を
選
び
ま
す
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
栗
ほ
ど
か
ら
が
固
く
、

甘
み
と
ホ
ク
ホ
ク
感
が
あ
り
ま

す
。
む
く
の
が
大
変
で
す
が
、

今
が
旬
の
栗
を
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

︻
作
り
方
︼

①
栗
は
底
の
ザ
ラ
ザ
ラ
の
部
分

を
切
り
落
と
し
て
か
ら
横
半
分

に
切
っ
て
殻
を
む
く
。

渋
皮
を
丁
寧
に
包
丁
で
む
く
。

②
米
は
よ
く
研
い
で
ざ
る
に
あ

け
て
水
分
を
切
っ
て
分
量
の
水

を
加
え
、
昆
布
、
栗
を
い
れ
る
。

塩
を
入
れ
て
、
浮
い
て
く
る
栗

を
手
で
米
の
中
に
入
れ
て
炊
き

上
げ
る
。

　
あ
わ
び
は
非
常
に
多
く
の
栄

養
価
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
1
、
Ｂ
２
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
亜
鉛
、

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
、
　
コ
ン
ド
ロ

イ
チ
ン
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
は
眼
球
の

　
材
料
を
混
ぜ
て
焼
く
だ
け
の

簡
単
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
で
す
。

︻
作
り
方
︼

①
玉
ね
ぎ
、
ニ
ン
ニ
ク
み
じ
ん

切
り
を
炒
め
て
冷
や
し
て
か
ら

　
お
正
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｓ
は
、
本
紙
連
載
﹁
ア
ー
ト
ク

ッ
キ
ン
グ
﹂
で
お
馴
染
み
の
料

理
研
究
家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん

に
、
お
正
月
ら
し
い
栗
ご
飯
、

食
べ
応
え
の
あ
る
ミ
ー
ト
ロ
ー

フ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
、

そ
し
て
鮑
と
わ
か
め
の
あ
っ
さ

り
ス
ー
プ
の
３
品
の
作
り
方
を

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

成
分
の
一
部
、
軟
骨
の
成
分
な

ど
、
改
装
に
含
ま
れ
る
栄
養
素

を
濃
縮
。
低
脂
肪
か
つ
高
た
ん

ぱ
く
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
、
美

肌
効
果
、
疲
労
回
復
、
眼
神
経

の
改
善
、

滋
養
回
復
に
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

︻
作
り
方
︼

①
若
布
は
水
に
戻
し
、
塩
分
を

取
り
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
切

る
。

②
ア
ワ
ビ
は
ブ
ラ
シ
で
洗
い
、

身
を
殻
か
ら
ス
プ
ー
ン
な
ど
を

使
い
切
り
離
し
、
ス
ラ
イ
ス
す

る
。

③
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入

れ
、
に
ん
に
く
す
り
お
ろ
し
を

香
り
が
出
る
ま
で
炒
め
、
①
の

若
布
、②
の
ア
ワ
ビ
ス
ラ
イ
ス
、

ア
ワ
ビ
の
濃
い
緑
色
の
部
分
で

あ
る
き
も
を
入
れ
て
さ
っ
と
炒

め
、
水
、
調
味
料
を
加
え
て
煮

る
。

ボ
ウ
ル
に
入
れ
、
ひ
き
肉
、
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
香
辛
料
を
全

部
加
え
て
手
で
よ
く
混
ぜ
る
。

型
に
入
れ
オ
ー
ブ
ン
２
０
０
℃

で
40
分
か
ら
50
分
焼
く
。

プロフィール＝東京、ニューヨークを拠
点に活躍。ニューヨークカリナリー料理
学校、タイムワーナーにあるウイリアム
ソノマ、パリの名門料理学校ル・コルド
ンブルー本校をはじめ、イギリス、シカ
ゴのコルドンブルー料理学校でも講師を
務める。Ｍａｃｈｉｋｏ　ｃｏｏｋｉｎ
ｇ　ＵＳＡを代表。パーティーのプレゼ
ンテーションや食と音のコンサートの総
合プロデュース、食を中心のイベント、
企画を手掛ける。10 年の歳月をかけて考
案をした電子レンジ調理鍋「クック膳」
を世界的な商品に育てる。
クック膳は経済産業省大賞受賞。

千
葉
真
知
子
さ
ん

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service


 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。
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Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
の
駆
け
込
み
寺
に

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会

で
駆
け
込
み
寺
と
し
て
知
ら
れ

る
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
の
理
事
長
に

７
年
前
に
な
っ
た
。
理
事
に
な

っ
て
か
ら
は
25
年
に
な
る
。
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
、
言
語
や
文
化
の
違
い
か
ら

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
へ

無
料
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
非
営
利
団
体
で
、
生

活
に
困
り
果
て
た
時
の
最
後
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
駆
け

込
み
寺
と
し
て
機
能
し
、
今
年

で
40
周
年
を
迎
え
る
。

　
生
活
に
行
き
詰
ま
っ
た
り
、

経
済
的
な
困
窮
者
と
な
っ
て

日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
も
ア

メ
リ
カ
で
安
定
し
た
老
後
を

送
る
こ
と
も
難
し
い
高
齢
者

た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い

る
。
昨
年
度
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
支

援
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む

日
本
人
お
よ
び
日
系
人
の
う

ち
、
８
２
２
人
が
公
的
支
援
を

受
け
ら
れ
る
低
所
得
者
で
あ
っ

た
と
い
う
。
多
く
が
永
住
者

で
、
チ
ッ
プ
や
現
金
収
入
で
生

計
を
た
て
て
き
た
料
理
人
や
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
個
人
の
自
営
業
な
ど

自
由
業
が
多
い
。
現
地
採
用
で

も
会
社
員
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
︵
米
国
社
会

保
障
年
金
︶
や
４
０
１
︵
Ｋ
︶

を
長
年
自
動
天
引
き
さ
れ
て
積

み
立
て
て
収
め
て
き
た
人
た
ち

と
違
い
、
個
人
の
自
営
業
だ
と

十
分
な
積
み
立
て
が
な
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
社
会
保

障
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
。

　﹁
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
﹂
で
は
、
生
活
面
で
問
題

を
抱
え
困
っ
て
い
る
人
を
支
援

し
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
多

く
の
人
か
ら
Ｎ
Ｙ
州
医
療
保

険
加
入
を
含
め
た
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
公
的

支
援
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ

た
。
２
０
２
０
年
7
月
1
日
か

ら
２
０
２
１
年
6
月
30
日
ま
で

の
コ
ン
タ
ク
ト
数
は
過
去
最
高

で
延
べ
６
９
２
５
件
で
、
平
均

で
一
週
間
に
１
３
３
件
に
も

上
る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
数
は

１
２
７
０
人
で
、
そ
の
う
ち

シ
ニ
ア
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は

４
３
２
人
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

８
割
が
貧
困
層
に
近
い
低
所
得

層
だ
。
運
営
は
企
業
の
寄
付
と

政
府
補
助
金
だ
け
で
登
録
者
か

ら
会
費
は
と
っ
て
い
な
い
。
そ

も
そ
も
援
助
を
求
め
る
人
か
ら

お
金
は
取
れ
な
い
の
だ
。

　
望
月
さ
ん
は
、
１
９
８
０
年

に
米
国
に
憧
れ
て
来
米
し
た
。

一
人
で
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
バ
ス

に
乗
っ
て
米
国
を
２
か
月
間
か

け
て
走
り
回
り
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
大
学
卒
業
。
そ
の
後
フ
ラ
ン

ス
系
企
業
勤
務
中
に
Ｃ
Ｐ
Ａ
と

弁
護
士
資
格
を
取
得
し
、
日
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
個
人
的
に

支
援
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
１
９
９
６
年
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
に
入
っ

て
す
ぐ
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
理
事
と

な
っ
た
。
今
も
弁
護
士
と
し
て

の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

　﹁
困
っ
た
人
た
ち
に
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
い
つ
の
時

代
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
日
系
企
業
の
数
は
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
資
金
集

め
は
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
か
ら
の

ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
﹂
と
話
す
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

日米ソーシャルサービス（JASSI）

理事長

望月良子さん

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
香
り

の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
頭
脳
を
強
化
し
、
精
神
を
落

ち
着
け
、
肉
体
に
生
命
力
を
蘇

ら
せ
る
力
強
い
セ
ー
ジ
の
香

り
、
乾
燥
さ
せ
た
セ
ー
ジ
の
葉

を
も
ん
で
鼻
に
近
づ
け
る
と
、

マ
ス
キ
ュ
ラ
ン
で
パ
ワ
フ
ル
な

香
り
が
頭
や
神
経
、
体
に
し
み

入
っ
て
き
ま
す
。

　
﹁
庭
に
セ
ー
ジ
を
植
え
て
い

る
者
が
ど
う
し
て
死
ぬ
こ
と
が

あ
ろ
う
か
﹂
14
世
紀
に
サ
レ
ル

ノ
の
医
学
者
は
そ
う
言
い
ま
し

た
。
地
中
海
沿
岸
を
原
産
と
す

る
こ
の
強
烈
な
ハ
ー
ブ
は
長
い

あ
い
だ
薬
草
と
し
て
、
料
理
の

香
味
と
し
て
、
そ
し
て
浄
化

の
た
め
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
植
物
学
名
は
サ
ル
ビ
ア
・

オ
フ
ィ
シ
ナ
リ
ス
︵
薬
用
サ
ル

ビ
ア
︶、
サ
ル
ビ
ア
と
は
救
う
、

治
癒
す
る
と
い
う
ラ
テ
ン
語
に

由
来
し
て
い
ま
す
。
こ

の
植
物
が
万
能
薬
の

よ
う
に
重
宝
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
頭
脳
や
神
経

系
等
の
強
化
、
血
液

の
循
環
を
良
く
す
る
、

利
尿
作
用
、
消
化
促

進
、
生
理
不
順
、
閉
経
期
の
障

害
、口
内
や
気
管
支
系
の
殺
菌
、

感
染
症
、
外
用
で
皮
膚
や
頭
皮

を
殺
菌
し
健
康
に
保
つ
、
な
ど

数
多
く
の
効
能
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
葉
を
蒸
留
し
た
精
油
の
香
り

は
く
せ
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
な
香

り
で
、
ユ
ー
カ
リ
や
樟
脳
の
よ

う
な
薬
品
的
な
清
涼
感
が
ベ
ー

ス
に
あ
り
ま
す
。
神
経
毒
生
の

あ
る
成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
セ
ー
ジ
の
精
油
の
使
用
は

お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。
乾
燥

さ
せ
た
セ
ー
ジ
が
最
も
使
い
や

す
く
、
束
に
し
て
つ
る
し
て
お

く
と
便
利
で
す
。
葉
を
も
ん
で

香
り
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
お
料

理
や
テ
ィ
ー
と
し
て
も
す
ぐ
に

使
え
ま
す
。
く
せ
の
あ
る
香

り
で
す
が
、
慣
れ
る
と
頼
り

に
な
る
ハ
ー
ブ
で
す
。
そ
し

て
﹁
神
聖
な
ハ
ー
ブ
﹂
と
呼
ば

れ
る”

Sage”

に
は
、
賢
人
、

知
恵
の
豊
富
な
老
人
と
い
う
意

味
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
エ
ネ

 

香
り
の

パ
ワ
ー

60

 絵・古舘みどり

ル
ギ
ー
は
場
や
心
身
を
浄
化
し

守
り
、
深
い
知
恵
で
災
難
か
ら

人
々
を
、
母
な
る
大
地
を
救

い
、癒
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
も
皆
様
に
と
っ
て

ど
う
ぞ
良
い
お
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
！

注
意:

妊
婦
、
授
乳
中
の
方
、

子
供
、
て
ん
か
ん
の
あ
る
方
は

使
用
し
な
い
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

セ
ー
ジ

賢
人
の
聖
な
る
ハ
ー
ブ

mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.salon-oasis.net
https://www.myhappytummyclub.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
tel:2014031647
tel:9175773969
https://www.licensepower.net/
https://kj-artist.jp/
https://www.skindeepnyc.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
７
・
８

年
生
が
、
12
月
20
日
に
９
年
生

へ
向
け
て
激
励
会
を
行
っ
た
。

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
多

く
の
９
年
生
が
高
校
受
験
の
た

め
の
一
時
帰
国
を
す
る
た
め
、

こ
の
時
期
に
受
験
へ
の
激
励
と

こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
伝
え
る
会

を
開
催
し
て
い
る
。
７
・
８
年

生
が
劇
や
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
、

漫
才
な
ど
で
９
年
生
を
楽
し
ま

せ
た
後
、
各
学
年
と
教
職
員
か

ら
の
合
唱
で
９
年
生
を
激
励
し

た
。
ま
た
、
９
年
生
も
合
唱
で

後
輩
た
ち
の
思
い
に
応
え
た
。

９
年
生
の
生
徒
は
﹁
改
め
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
の
温

か
さ
を
実
感
し
た
。
素
敵
な
激

励
会
だ
っ
た
﹂
と
感
想
を
述
べ

た
。
ま
た
同
会
を
企
画
・
運
営

し
た
生
徒
会
本
部
役
員
の
生
徒

は
﹁
多
く
の
場
面
で
助
け
て
く

れ
た
優
し
い
９
年
生
に
は
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
成
功
を

お
さ
め
ら
れ
た
喜
び
と
、
近
づ

い
て
き
た
別
れ
に
対
す
る
悲
し

さ
で
、
感
情
が
破
裂
し
そ
う
で

す
﹂
と
語
っ
た
。

　
全
世
界
日
本
人
学
校
校
長
会

が
主
催
し
、
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
︵
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
︶
が
運
営

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
世
界

的
な
学
習
サ
ミ
ッ
ト
﹁JO

E
S 

D
avos N

ext 2022

﹂

が

２
０
２
２
年
9
月
に
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
次
世
代
を
担
う

児
童
生
徒
が
世
界
的
課
題
に
対

し
て
関
心
を
持
ち
、﹁
自
ら
調

べ
、考
え
、発
信
し
、行
動
す
る
﹂

主
体
性
を
養
い
、
異
な
る
視
点

を
持
つ
仲
間
と
連
携
・
協
働
し

て
磨
き
合
っ
て
、
そ
の
課
題
解

決･
改
善
に 

向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る

学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
海
外

に
在
住
し
て
い
る
児
童
生
徒
や

帰
国
子
女
な
ど
を
対
象
に
し
て

行
わ
れ
る
。

　
第
1
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
22
年

9
月
6
日
︵
火
︶
に
行
わ
れ
る

﹁
基
調
講
演
﹂
で
、
京
都
大
学

iPS

細
胞
研
究
所
所
長
の
山
中

伸
弥
教
授
＝
写
真
＝
を
講
師
に

迎
え
、﹁
夢
を
叶
え
る
力
﹂
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
演
お

よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
質

疑
応
答
を
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
ラ
イ

ブ
配
信
す
る
。
ま
た
、
時
差
に

よ
り
ラ
イ
ブ
で
参
加
で
き
な
い

児
童
生
徒
の
た
め
に
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
も
行
う
。 

　

　
第
2
部
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
︵
協
働
作
業
︶

と
な
っ
て
お
り
、
第
1
部
の
講

演
に
参
加
し
て
各
自
考
え
た
こ

と
を
ふ
ま
え
、
世
界
中
の
仲
間

と
と
も
に
学
び
を
深
め
る
。
9

月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
に
、
6

〜
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
と
な

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
︵
3
回
程
度
︶
や

オ
フ
ラ
イ
ン
で
の
共
同
作
業
を

通
じ
て
課
題
に
取
り
組
む
。  

　

　
ま
た
、
最
後
ま
で
参
加
で
き

た
児
童
生
徒
に
向
け
て
、
12
月

18
日
︵
日
︶︵
予
定
︶
に
、
世

界
中
の
児
童
生
徒
た
ち
が
滞
在

国
・
地
域
別
等
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行
う
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
開
催
す

る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
主
に
小
学

高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対
象
に

し
て
行
わ
れ
る
。
現
在
、
参
加

申
し
込
み
を
受
け
付
け
中
、
第

2
期
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
の
登
録

は
2
月
28
日
︵
月
︶
ま
で
。

　
詳
細
と
申
し
込
み
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

joes.or.jp/kojin
/jdn

ex
t 

を
参
照
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルjdnext@

joes.
or.jp

、
ま
た
は
電
話
＋
81
・
３
・

４
３
３
０
・
１
３
５
１
︵
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団D

avos 
N

ext

事
務
局
︶
ま
で
。

山中伸弥 教授　
© 京都大学 iPS 細胞研究所

JOES Davos Next 2022

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
、
中
等

部
28
人
︶
は
12
月
17
日
、﹁
９

年
生
を
送
る
会
﹂
を
行
っ
た
。

中
等
部
８
年
生
が
中
心
と
な

り
、
７
年
生
の
協
力
を
得
な
が

ら
こ
の
日
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は

親
睦
を
深
め
る
た
め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
思
い
出
を
振
り

返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
全
員
が

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。
７
・
８
年
生
の
代
表
生
徒

が
、
先
輩
へ
の
感
謝
や
こ
れ
か

ら
Ｎ
Ｊ
校
の
バ
ト
ン
を
引
き
継

い
で
い
く
と
い
っ
た
決
意
を
話

し
た
後
、
９
年
生
一
人
一
人
か

ら
卒
業
に
当
た
っ
て
の
思
い
が

語
ら
れ
た
。
後
輩
や
教
員
、
そ

し
て
保
護
者
に
向
け
、
思
い
出

や
成
長
な
ど
素
直
な
思
い
を
語

る
９
年
生
の
言
葉
に
、
参
加
し

た
保
護
者
や
下
級
生
た
ち
は
聞

き
入
っ
て
い
た
。
帰
国
の
関
係

で
こ
の
日
は
９
年
生
全
員
が
揃

う
最
終
日
と
な
っ
た
た
め
、
最

後
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
６
年

生
も
参
加
し
、
卒
業
式
の
合
唱

曲
が
披
露
さ
れ
た
。
中
心
と
な

っ
て
会
を
進
め
て
い
る
８
年
生

の
姿
か
ら
、
Ｎ
Ｊ
校
が
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
と
が
感

じ
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

９
年
生
を
送
る
会

学
習
サ
ミ
ッ
ト
９
月
に
開
催

Ｎ J 日本人学校

９年生を送る会

世界の仲間と学ぶ

第
2
期
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
始
ま
る

https://www
https://www
https://kikokushijo.jp/
http://www.masako-inkyo.com/
https://www.englishlanguagesuccess.org/
https://sundai-osn.jp
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Ｑ

：

令
和
4
年
度
の
高
等
学

校
の
募
集
人
員
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
状
況
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ

：

中
学
校
と
高
等
学
校
の

募
集
人
員
に
つ
い
て
新
聞
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
都
と
大

阪
府
を
例
に
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

□
東
京
都

◆
都
立
高
、
男
女
別
定
員
制
を

廃
止
へ
…
﹁
入
試
で
女
子
に
不

利
﹂
今
年
度
は
８
０
０
人
近
く

が
不
合
格
に 

　
東
京
都
教
育
委
員
会
は
9

月
24
日
、
全
日
制
の
都
立
高

１
０
９
校
が
入
試
で
設
け
て
い

る
男
女
別
の
定
員
制
に
つ
い

て
、
段
階
的
に
廃
止
す
る
方
針

を
決
め
た
。今
年
度
入
試
で
は
、

男
女
別
定
員
制
に
よ
り
不
合
格

と
な
っ
た
受
験
生
が
女
子
を
中

心
に
８
０
０
人
近
く
に
上
っ
て

い
た
。
第
１
段
階
と
し
て
来
年

度
入
試
か
ら
、
性
別
に
関
係
な

く
成
績
順
で
合
格
者
を
決
め
る

選
考
枠
を
全
校
で
設
け
る
。 

・
・
・(
中
略)

・
・
・

　
都
教
委
は
、
第
２
段
階
と
し

て
性
別
不
問
の
選
考
枠
を
２
割

に
増
や
し
、
第
３
段
階
で
男
女

別
定
員
制
を
全
廃
す
る
方
針

だ
。
第
２
、
第
３
段
階
へ
の
移

行
時
期
に
つ
い
て
、
都
教
委
の

担
当
者
は
﹁
進
路
指
導
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
の
で
、
移
行

時
期
は
慎
重
に
判
断
し
た
い
﹂

と
し
て
い
る
。 

︻
読
売
新
聞
︼

◆
都
内
私
立
高
3
万
７
２
６
５

人
募
集 

　
全
日
制
前
年
比

６
７
２
人
減 

都

私

学

部

は

10

月

７

日
、

２
０
２
２
年
度
の
都
内
私
立
高

の
入
試
要
項
を
取
り
ま
と
め
て

発
表
し
た
。
全
日
制
課
程
は
前

年
度
よ
り
1
校
減
の
１
８
２
校

が
計
3
万
７
２
６
５
人(

前
年

度
比
６
７
２
人
減)

を
募
集
す

る
。
発
表
に
よ
る
と
、
全
日
制

の
内
訳
は
男
子
校
18
校
、
女
子

校
44
校
、
共
学
校
１
２
０
校
。

募
集
人
員
は
男
子
校
２
６
４
１

人(

同

64
人
減)

、
女
子
校

７
６
３
１
人(

同
４
４
０
人

減)

、
共
学
校
2
万
６
９
９
３

人(

同
１
６
８
人
減)

と
な
っ

た
。
定
時
制
課
程
は
4
校
が
計

４
４
６
人
を
募
集
す
る
。
通
信

制
課
程
で
は
、
8
校
が
普
通

科
や
機
械
科
、
電
気
科
で
計

８
９
７
５
人
を
募
集
す
る
。
定

時
制
、
通
信
制
と
も
に
募
集
す

る
学
校
数
や
人
員
は
前
年
度
と

同
じ
だ
っ
た
。︻
読
売
新
聞
︼

 
◆
都
立
高
校
入
試 

　
英
語
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト

　
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

テ
ス
ト
を
都
立
高
校
の
入
試
に

活
用
す
る
。
２
０
２
３
年
度
入

試
か
ら
学
力
検
査
７
０
０
点
、

内
申
点
３
０
０
に
テ
ス
ト
の
結

果
を
20
点
満
点
で
加
点
す
る
。

︵
計
１
０
２
０
点
満
点
︶︻
朝
日

新
聞
︼

□
大
阪
府

◆
２
０
２
２
年
度
大
阪
私
立
校

募
集 

　
高
校
２
万
３
６
４
７

人
、
中
学
６
９
７
４
人 

大
阪
中
学
高
校
連
合
会
は
11
月

11
日
、
来
春
の
私
立
高
校
・
中

学
校
の
募
集
人
員
を
発
表
し

た
。
外
部
募
集
は
全
日
制
高
校

2
万
３
６
４
７
人
︵
93
校
︶、

中
学
校
６
９
７
４
人
︵
59
校
︶。

入
試
は
高
校
が
2
月
10
日
。
中

学
が
1
月
15
日
か
ら
始
ま
る
。

金
蘭
千
里
と
高
槻
の
2
校
は
外

部
募
集
し
な
い
。城
星
学
園
は
、

中
学
が
募
集
を
止
め
て
、
高
校

は
ヴ
ェ
リ
タ
ス
城
星
学
園
に
校

名
を
変
え
る
。
大
阪
国
際
大
和

田
は
中
高
共
に
大
阪
国
際
に
名

称
を
変
更
。
同
校
は
男
女
共
学

で
、
高
校
女
子
校
の
大
阪
国
際

滝
井
は
募
集
を
停
止
し
、
大
阪

国
際
と
合
併
す
る
。
大
阪
信
愛

学
院
は
中
高
共
に
女
子
校
か
ら

共
学
校
に
な
る
。
募
集
枠
を
超

え
る
受
験
生
の
応
募
が
あ
っ
た

場
合
な
ど
に
備
え
て
、
全
日
制

高
校
で
弾
力
的
に
増
員
で
き
る

人
数
を
82
校
で
計
２
２
６
０
人

と
設
定
し
て
い
る
。︻
毎
日
新

聞
︼

◆
２
０
２
２
年
度
公
立
高
校

募
集
人
員 

﹁
昼
間
の
高
校
﹂

3
万
７
９
９
５
人
　
前
年
比

２
７
０
人
減 

府

教

委

は

11

月

15

日
、

２
０
２
２
年
度
の
公
立
高
校

募
集
人
員
を
発
表
し
た
。
全

日
制
と
多
部
制
単
位
制
Ⅰ
・

Ⅱ
部
な
ど
を
合
わ
せ
た
﹁
昼

間
の
高
校
﹂
の
募
集
人
員
は

３
万
７
９
９
５
人
︵
前
年
同
期

比
２
７
０
人
減
︶。
府
内
の
公

立
中
学
校
の
卒
業
予
定
者
︵
推

計
︶
６
万
７
１
５
０
人
︵
同

１
５
９
０
人
増
︶
だ
っ
た
。
大

阪
市
立
高
校
の
西
、
南
、
扇
町

総
合
の
3
校
の
募
集
が
停
止
さ

れ
、
３
校
は
府
立
高
校
の
桜

和
︵
お
う
わ
︶
高
校
と
し
て
再

編
さ
れ
る
。
22
年
度
に
市
立
扇

町
総
合
高
校
の
校
地
に
開
校
す

る
。
定
時
制
の
募
集
人
員
は

１
１
１
０
人
︵
同
１
７
０
人

減
︶。
通
信
制
の
募
集
人
員
は

６
２
０
人
︵
同
30
人
減
︶。︻
毎

日
新
聞
︼

◆
最
後
に
、
各
都
道
府
県
の
公

立
高
校
の
帰
国
生
入
試
の
検
索

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

例
え
ば
﹁
東
京
都
公
立
高
等
学

校
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
﹂
と

入
力
す
る
と
教
育
委
員
会
か
ら

東
京
都
の
情
報
を
検
索
で
き
ま

す
。
帰
国
生
入
試
に
つ
い
て
は

各
項
目
の
中
な
ら
﹁
海
外
帰
国

生
徒
等
対
象
の
選
抜
﹂
等
の
表

現
を
選
択
す
る
と
、応
募
資
格
、

学
力
検
査
実
施
日
、
科
目
等
に

つ
い
て
わ
か
り
ま
す
。
東
京
都

以
外
の
場
合
は
県
名
を
入
れ
替

え
て
お
子
さ
ん
の
進
路
選
択
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

w
w

w.joes.or.jp

令和 4 年度　中学校・
高等学校の募集人員について
海外子女教育振興財団 関西分室

橋本芳登 教育相談員

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
12
月
12

日
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
﹁
学
芸
会
﹂

と
﹁
学
習
発
表
会
﹂
を
行
っ
た
。

幼
稚
園
部
の
学
芸
会
で
は
、
対

面
の
学
芸
会
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
代
表
の
子
供
2
名
の
始
め

の
言
葉
、
園
長
先
生
の
挨
拶
の

後
、
年
中
組
は
扇
子
を
持
っ
て

和
物
ダ
ン
ス
﹁
よ
う
こ
そ
に
ほ

ん
へ
﹂
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊

た
。
補
習
校
部
の
小
学
生
に
よ

る
﹁
学
習
発
表
会
﹂
は
２
学
年

ご
と
に
3
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
代
表

児
童
に
よ
る
司
会
進
行
の
下
、

群
読
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。
継
承
日
本
語
を
学
ぶ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
の
小
学

生
は
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た

単
元
か
ら
、小
学
1
年
生
は﹁
乗

り
物
﹂、
低
学
年
は
﹁
食
べ
物

の
ミ
ラ
ク
ル
﹂、中
学
年
は
﹁
世

界
の
家
﹂、
高
学
年
は
﹁
和
の

文
化
﹂
に
つ
い
て
一
人
一
人
が

調
べ
発
表
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
る
、
日
本
語
補
習
校 

A
lto W

eekend School

で

ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ

れ
た
。
こ
の
企
画
は
子
ど
も
た

ち
が
準
備
を
進
め
、
自
分
た
ち

で
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

だ
。
数
週
間
前
か
ら
パ
ー
テ
ィ

ー
の
目
標
を
話
し
合
い
、
実
現

に
向
け
て
内
容
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

﹁
み
ん
な
の
思
い
出
に
残
る
﹂

こ
と
を
目
標
に
し
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
作
り
と
交
換
、
絵
本
の
朗
読

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
当
日
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
す
る
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
る
。
渡
す
相
手
の
た

め
に
丁
寧
に
描
い
た
り
、
色
を

つ
け
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
時
間
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て

力
作
を
仕
上
げ
る
児
童
も
あ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
信
作
を
交

換
し
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
が
見

ら
れ
た
。
最
後
に
、
季
節
に
ち

な
ん
だ
絵
本
の
朗
読
が
行
わ
れ

た
。
児
童
自
ら
、
み
ん
な
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
実

施
し
た
案
で
あ
っ
た
。
自
宅
で

読
む
練
習
を
し
た
り
、
大
き
な

絵
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
を
用
意
し
た
り
、
自

主
的
に
準
備
を
進
め
て
き
た
。

教
室
の
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に

朗
読
に
聞
き
入
り
、
絵
本
の
世

界
を
存
分
に
味
わ
っ
た
。

日本語補習校

Altoでホリデーパーティ

プリンストン日本語学校で学芸会と学習発表会

http://www.joes.or.jp
http://www.joes.or.jp
http://www.joes.or.jp
http://www.joes.or.jp
http://starchildny.com
http://shidogakuin.com
http://www.jwsnj.org/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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幼
稚
園
児
か
ら
小
中
高
校
生
、
大
学
生
、
成
人
、
日
本
人
以
外
の
方
も
含
め
、

今
期
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
１

年
１
月
か
ら
11
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
66
作
品
を
対
象
に
選
考
会
が
城
本
健
司
・

広
島
筆
産
業
社
長
と
書
家
の
院
京
雅
香
さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
、
優
秀
作
品
４
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
広
島
筆
産
業
か
ら
﹁
熊
野
筆
﹂
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。
＊
学
校
・
学
年
は
作
品
制
作
時
の
も
の
で
す
。

優
秀
賞

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
２

石
田
　
咲
希

２
０
２
１
年
度
優
秀
作
品
発
表

優
秀
賞

N
Y
土
筆
教
室
一
般

栗
原
　
真
美

広
島
筆
産
業
賞

院
京
書
道
会
一
般

Y
u

lia
n

g
 C

h
e
n

g

優秀特選賞
ニューヨーク育英学園小５

杉下 結衣子

審
査
員
選
評

城
本
健
司

広
島
筆
産
業
社
長

　﹁
書
の
散
歩
道
﹂
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
は
じ
め

て
10
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た

が
、
年
々
作
品
の
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
お
り
、
多
数
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
二
点
、
特
別
賞
一
点
の

４
点
の
み
を
選
出
す
る
こ
と
の

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
基
準
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
ま
ず
、
ト
メ
、
ハ
ネ
、

ハ
ラ
イ
と
い
っ
た
書
道
の
基
本

動
作
が
し
っ
か
り
と
習
得
で
き

て
い
る
こ
と
、
次
に
、
自
然
な

筆
の
動
き
、
字
の
勢
い
、
用
紙

全
体
と
の
関
係
に
注
意
し
な
が

ら
文
字
の
大
き
さ
・
配
列
な
ど

を
み
て
、
更
に
は
、
自
分
の
名

前
ま
で
き
ち
ん
と
丁
寧
に
書
か

れ
て
い
る
か
を
加
味
し
ま
し

た
。

　
最
優
秀
賞
の
杉
下
結
衣
子
さ

ん
の
﹁
飛
行
﹂
は
、
一
筆
一
筆

が
基
本
通
り
の
動
き
を
し
て
お

り
、
作
品
全
体
の
構
成
の
バ
ラ

ン
ス
も
よ
い
で
す
。
杉
下
さ
ん

は
こ
の
作
品
を
含
め
て
年
間
で

３
作
品
が
月
間
の
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
て
お
り
、
練
習
量
の
豊

富
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
優
秀
賞
の
石
田
咲
希
さ
ん

の
﹁
秀
﹂
は
、
基
本
が
し
っ
か

り
と
し
て
お
り
力
強
く
か
つ
滑

ら
か
に
書
か
れ
た
作
品
で
す
。

同
じ
く
優
秀
賞
の
栗
原
真
美
さ

ん
の
﹁
春
夏
秋
冬
﹂
は
作
品
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
特
に

運
筆
の
正
確
さ
と
流
麗
さ
が
優

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
島

筆
産
業
特
別
賞
のY

uliang 
Cheng

さ
ん
の
﹁
雲
収
山
岳

青
﹂
は
、
流
れ
る
よ
う
な
滑
ら

院
京
雅
香

書
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

　
２
０
２
１
年
︵
書
の
散
歩
道
︶

年
間
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た

皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安

や
ス
ト
レ
ス
の
中
、
書
に
真
摯

に
向
き
合
い
お
稽
古
を
重
ね
て

下
さ
っ
た
み
な
さ
ま
の
努
力
の

賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

　
選
出
の
基
準
と
な
り
ま
し
た

点
は
、
永
字
八
法
に
基
い
た
書

道
の
基
本
点
画
の
正
確
さ
、
余

白
を
含
め
た
作
品
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
、
名
前
が
丁
寧
に
書
か
れ

か
な
書
体
の
作
品
で
、
一
連
の

書
き
ぶ
り
に
自
然
な
趣
き
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
文
字
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
最
近
パ

ソ
コ
ン
等
が
普
及
し
て
い
る
な

か
で
文
字
を
手
書
き
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
一
層
重
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
心
を
込
め
て
文
字
や

書
を
書
き
、
自
己
を
表
現
し
た

り
他
者
へ
伝
え
た
り
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
自
体
が
文
化
で
す
。

書
の
作
品
制
作
を
通
し
て
表
現

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
、

豊
か
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
に
は
広
島
筆
産
業

﹁
古
城
園
﹂
ブ
ラ
ン
ド
の
﹁
地
　

兼
毫
墨
禅
﹂︵
太
筆
︶
と
﹁
凰

仙
花
﹂︵
細
筆
︶
を
セ
ッ
ト
で
、

優
秀
賞
の
お
二
人
に
は
﹁
剛
毫

地
　
墨
戯
神
髄
﹂
を
、
広
島
筆

産
業
特
別
賞
に
は
﹁
剛
毫
中
　

天
馬
﹂
を
、
と
も
に
桐
の
箱
に

入
れ
て
贈
呈
致
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
新
年
か
ら
新
し
い

筆
で
新
た
な
気
持
ち
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
下
さ
い
。

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
最
優
秀
作
品  

﹁
飛
行
﹂
杉
下
結
衣
子
さ
ん
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
５

一
画
一
画
丁
寧
に
筆
を
運
ば
れ

て
い
て
調
和
の
と
れ
た
力
の
あ

る
作
品
で
、
日
々
の
練
習
の
成

果
が
見
て
取
れ
る
安
定
し
た
技

術
の
高
い
仕
上
が
り
で
す
。

■
優
秀
作
品
そ
の
一

﹁
秀
﹂　
石
田
咲
希
さ
ん
　

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
２

全
体
の
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
の
び
の
び
と
し
た
線
で
文

字
に
勢
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
な
作
品
で
す
。

■
優
秀
作
品
そ
の
二

﹁
春
夏
秋
冬
﹂
栗
原
真
美
さ
ん
　

N
Y
土
筆
教
室

滑
ら
か
な
筆
の
動
き
と
線
筆
の

高
い
リ
ズ
ム
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
行
書
で
す
。
高
度
な
技
術
が

見
て
取
れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。

■
広
島
筆
産
業
賞

﹁

雲

収

山

岳

青

﹂Y
uliang 

Cheng

さ
ん
　
院
京
書
道
会

文
字
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
余
白
を
上
手
く
生
か
し
、
調

和
が
と
れ
て
い
ま
す
。
一
文
字

一
文
字
も
丁
寧
に
書
か
れ
て
い

て
と
て
も
美
し
い
作
品
で
す
。

　
多
忙
な
日
常
の
限
ら
れ
た
時

間
を
書
の
練
習
に
費
や
す
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

練
習
を
通
し
て
心
を
落
ち
着

け
、
集
中
力
を
身
に
つ
け
、
技

術
の
向
上
を
目
指
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
も
沢
山
の
素
晴

ら
し
い
作
品
に
出
会
え
ま
す
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□ 協賛：広島筆産業株式会社

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

http://ymcatfv.org/
https://www.artbrush-hiroshima.com/


(45  )　　 ［教　育］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）1 月1日（土）

 

最
優
秀
賞

 

団
体
優
秀
賞

総
　
評

優
秀
賞

手
書
き
で
よ
り
正
確
に

頭
の
中
を
表
現 

米
国
ゼ
ブ
ラ
︵
株
︶
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

仲
井
泰
士

心
を
込
め
て
丁
寧
に

書
家
　
小
山
朋
慈

　
今
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
続
く
中
、
昨
年
同
様
に
多
く

の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
も
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
協
賛
さ
せ
て
頂
け
た
事
を

嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
多
数
の
力
作
が
出
揃
っ
た

２
０
２
１
年
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、
年
間
大
賞
に
６
点
の
優

秀
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
受
賞
者
の
方
々
に
心
よ
り
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
様
の
長
年
に
わ

た
る
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
へ
　

の
多
大
な
る
ご
支
援
に
深
く
感
　

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
最
優
秀
賞
　

︻
幼
児
の
部
︼　

み
ず
た
に
ま
な
か
さ
ん
　

　
名
前
を
含
め
文
字
に
躍
動
感

　
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、

改
め
て
皆
さ
ん
に
書
く
事
の
大

切
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
幸
い
で
す
。 

　

　
Ｉ
Ｔ
が
当
た
り
前
、
筆
記
具

不
要
と
い
う
話
も
言
わ
れ
て
久

し
い
で
す
が
、
私
は
相
互
補
完

の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　

　
筆
記
具
メ
ー
カ
ー
の
我
々
も

資
料
作
成
は
Ｐ
Ｃ
で
す
が
、
私

は
着
手
前
に
、
書
き
た
い
事
や

見
た
目
の
イ
メ
ー
ジ
を
紙
に
走

り
書
き
し
ま
す
。
そ
の
方
が
、

が
溢
れ
、
一
点
一
画
に
強
さ
と

丁
寧
さ
も
あ
り
、
最
優
秀
に
相

応
し
い
素
晴
ら
し
い
作
品
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
優
秀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︻
小
学
１
・
２
年
の
部
︼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
原
り
え
さ
ん
　

　
筆
圧
に
強
さ
と
勢
い
が
あ
り

字
形
の
整
い
も
優
れ
て
い
ま
す
。
　

︻
小
学
３
・
４
年
の
部
︼　

石
田
咲
希
さ
ん
　

　
点
画
の
長
短
表
現
に
優
れ
、

文
字
中
心
の
揃
い
が
正
確
で
す
。
　

︻
小
学
５
・
６
年
の
部
︼　

帯
刀
さ
や
か
さ
ん
　

　
正
し
い
基
本
点
画
が
全
体
を

際
だ
た
せ
清
々
し
い
作
品
で
す
。
　

︻
中
学
の
部
︼　

平
山
稀
菜
さ
ん
　

　
複
雑
な
漢
字
を
柔
軟
に
書
き

表
し
穏
や
か
に
ま
と
め
ま
し
た
。
　 ︻

一
般
の
部
︼　

新
場
裕
美
さ
ん
　

　
行
書
の
特
徴
を
美
し
く
表
現

し
全
体
の
調
和
が
優
美
で
す
。
　
　
　

＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　

　
素
直
な
想
い
は
唯
一
無
二
の

手
書
き
文
字
に
姿
を
変
え
、
紙

の
上
に
静
か
に
残
り
ま
す
。
　

　
文
字
に
は
書
き
手
の
気
息
や

心
情
、
当
時
の
記
憶
な
ど
を
蘇

ら
せ
、
導
く
力
も
宿
り
ま
す
。
　
　

　
皆
さ
ん
は
ご
自
分
の
お
名
前

を
丁
寧
に
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
？
誕
生
と
共
に
親
か

ら
授
か
っ
た
名
前
。
そ
こ
に
込

め
ら
れ
た
意
味
に
触
れ
深
謝
に

導
い
て
く
れ
る
の
も
手
書
き
文

字
の
魅
力
で
す
。
そ
し
て
字
は

達
筆
さ
よ
り
も
心
を
込
め
て
丁

寧
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
本
伝
統
の
文
字
文
化
伝
承

に
携
わ
る
者
と
し
て
、
今
後

も
文
字
発
展
の
一
翼
を
担
い
、

日
々
精
進
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。

情
報
の
抜
け
漏
れ
や
、
作
っ
て

か
ら
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
と
い
う

事
が
少
な
く
、
結
果
的
に
早
く

良
い
資
料
が
作
れ
ま
す
。 

　

　
ま
た
、
最
近
は
ア
ー
ト
画
材

の
売
上
が
伸
び
て
い
ま
す
。
自

宅
で
趣
味
の
時
間
が
増
え
た
と

い
う
の
は
当
然
あ
り
ま
す
が
、

ク
リ
ッ
ク
の
指
先
で
は
な
く
脳

に
近
い
身
体
で
ペ
ン
を
動
か
す

方
が
、
ア
イ
デ
ア
や
色
彩
を
よ

り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現
で
き
、

そ
の
ワ
ク
ワ
ク
感
も
理
由
の
１

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

　
ゼ
ブ
ラ
の
製
品
で
も
様
々
な

書
き
心
地
、
多
様
な
色
味
・
イ

ン
ク
の
ペ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
色
々
と
試
し
て
頂
き
、
皆
さ

ん
が
良
い
な
と
思
う
ペ
ン
で
頭

の
中
を
カ
ッ
コ
よ
く
、
カ
ラ
フ

ル
に
表
現
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
協
賛
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
主
催

の
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
紙
上
硬

筆
書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

２
０
２
１
年
度
年
間
大
賞
を
決

定
す
る
選
考
会
が
行
わ
れ
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

1
点
と
優
秀
賞
5
点
の
作
品
が

選
出
さ
れ
た
。
審
査
委
員
は
、

米
国
ゼ
ブ
ラ
社
、
書
家
・
小
山

朋
慈
さ
ん
、
そ
し
て
本
紙
編
集

担
当
の
3
者
で
、
今
年
も
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策

の
理
由
に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
式

で
の
選
考
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
度
第
40
回
冬
期

か
ら
２
０
２
１
年
度
第
43
回
秋

期
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
課
題
に

対
し
て
応
募
し
、
選
考
を
経
て

紙
面
に
掲
載
と
な
っ
た
１
６
０

点
の
作
品
の
中
か
ら
、
年
間
最

優
秀
賞
に
幼
児
の
部
、
ケ
ン
タ

ッ
キ
ー
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本

語
補
習
校
の
水
谷
茉
那
香
さ
ん

の
作
品
、
優
秀
賞
に
は
レ
ベ
ル

別
に
5
人
の
作
品
が
選
ば
れ

た
。
今
回
、
初
め
て
幼
児
の
部

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
。

　
団
体
優
秀
賞
に
は
、
単
校
で

1
年
間
の
応
募
で
最
も
作
品
点

数
が
多
か
っ
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
の
2
校
が
選
ば
れ

た
。
2
校
と
も
、
ク
ラ
ス
単
位

や
学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
毎

回
定
期
的
に
応
募
し
た
結
果
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
は

初
の
団
体
賞
受
賞
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
育
英
学
園
は
昨
年
に
引
き

＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　

　
２
０
２
１
年
度
の
同
コ
ン
ク

ー
ル
の
年
間
応
募
総
数
は
約

１
５
０
０
点
で
し
た
。
昨
年
も

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
学

校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ

る
自
宅
学
習
を
取
り
入
れ
、
教

室
で
の
対
面
授
業
が
制
限
さ
れ

た
厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
り
な
が
ら
、
自
宅
で
の

宿
題
と
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

参
加
に
取
り
組
ん
だ
り
、
各
家

庭
か
ら
直
接
作
品
を
弊
社
編
集

部
に
応
募
し
た
り
、
ま
た
、
自

宅
で
子
供
だ
け
で
な
く
親
子
で

書
写
に
取
り
組
み
家
族
で
応
募

す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に

も
負
け
ず
、
米
国
で
の
日
本
語

学
習
の
一
環
と
し
て
本
コ
ン
ク

ー
ル
を
活
用
し
役
立
て
て
も
ら

え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
主
催
す

る
側
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

は
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
の
協
力
に
よ

り
２
０
２
２
年
度
も
引
き
続
き

継
続
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

団
体
優
秀
賞
の
賞
品  

サ
ラ
サ
ジ
ェ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ンdry X20 0.7

優秀賞の賞品 
シャーボ X ST3 (SB14-W) + 
デルガード (MA85-BK)

最優秀賞の賞品
シャーボ X CL5 

(SB15-LDB) + 
デルガード タイプ LX 

(MA86-R) 
2 本組オリジナルセット

幼
児
の
部
　
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

 最優秀賞に水谷茉那香さん

 最優秀賞の水谷さん

小
学
３
・
４
年
の
部

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

高
校
・
一
般
の
部

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

中
学
の
部

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

小
学
５
・
６
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

小
学
１
・
２
年
の
部

神
谷
書
写
教
室

2021年度 年間優秀作品の発表
協賛：米国ゼブラ社

続
き
2
年
連
続
2
度
目
の
受
賞

と
な
っ
た
。
　

　
受
賞
者
に
は
賞
状
と
、
賞
品

と
し
て
最
優
秀
賞
に
は
ゼ
ブ
ラ

社
特
製
高
級
シ
ャ
ー
プ
＆
ボ
ー

ル
ペ
ン
﹁
シ
ャ
ー
ボ
Ｘ
Ｃ
Ｌ
５

(SB
15-LD

B
)+

 

デ
ル
ガ
ー
ド

タ
イ
プ
Ｌ 

Ｘ (M
A

86-R
) 

２

本
組
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ
ッ
ト
﹂、

優
秀
賞
に
は
﹁
シ
ャ
ー
ボ
Ｘ
Ｓ

Ｔ
３(SB

14-W
)+

 

デ
ル
ガ
ー

ド(M
A

85-B
K

)

﹂、

団

体

賞

に
は
応
募
作
品
点
数
分
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
﹁
サ
ラ
サ 

ジ
ェ
ル
ボ

ー
ル
ペ
ンdryX

20 0.7

﹂
が

贈
呈
さ
れ
る
。

https://www.zebrapen.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

 

ド
ア
を
開
け
る
と
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
町
が
窓
一

杯
に
見
え
る
感
動
的
な
コ
ン
ド
。広
い
リ
ビ
ン
グ
は
、

大
き
め
の
カ
ウ
チ
も
椅
子
も
十
分
に
置
け
る
。
大
き

な
窓
に
近
づ
く
と
、
そ
こ
に
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
象

徴
と
も
い
え
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
が
聳
え
て
い
る
。
雄
大
で
、
お
お
ら
か
な
橋
は
、

そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
、
人
々
の
心
を
安
心
さ
せ
て
く

れ
る
。
そ
ん
な
光
景
が
、
リ
ビ
ン
グ
と
ダ
イ
ニ
ン
グ

の
窓
か
ら
、
た
っ
ぷ
り
と
堪
能
で
き
る
コ
ン
ド
だ
。

 

キ
ッ
チ
ン
か
ら
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
繋
が
っ
て
い
る

の
で
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
も
、
窓
の
景
色
が

楽
し
め
る
。
ま
た
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
座
っ
て
い
る
家

族
や
友
達
と
も
お
話
を
し
な
が
ら
、
飲
み
物
を
作
っ

た
り
、
一
品
、
さ
っ
と
作
っ
た
り
が
で
き
る
。
シ
ェ

フ
が
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
で
済
む
キ
ッ
チ
ン
。

こ
れ
は
、
重
要
な
こ
と
だ
。

　
広
め
の
ベ
ッ
ド
・
ル
ー
ム
に
は
、ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
お
買
い
物
好

き
の
人
で
も
大
丈
夫
。
す
べ
て
の
壁
は
、
流
行
の
ラ

イ
ト
・
グ
レ
ー
で
ペ
イ
ン
ト
し
た
ば
か
り
な
の
で
、

そ
の
ま
ま
、
す
ぐ
に
住
め
る
。
洗
濯
機
、
乾
燥
機
は

室
内
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も
洗
濯
が
で
き

る
。
８
７
７
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
余
裕
た
っ
ぷ
り
の
１

Ｂ
Ｒ
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
代
表
的
な
コ
ン
ド
、
ザ
・

パ
リ
セ
イ
ド
の
20
階
。
24
時
間
コ
ン
シ
ア
ー
ジ
、
ド

ア
マ
ン
、
ジ
ム
、
プ
ー
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
、
子
供
の
プ

レ
イ
・
ル
ー
ム
、
会
議
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
ビ
ル
に

つ
い
て
い
る
の
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
続
い
て
も

飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
も
、
昨
今
は
、
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
。
Ｎ
Ｙ
へ
の
通
勤
も
便
利
。
価
格
33
万

ド
ル
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
１
Ｂ
Ｄ

コ
ン
ド
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
１
・
７
７
９
・
４
５
０
８
、

Ｅ
メ
ー
ルm

frusho@
redacinc.com

古
姓
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ロ
　
リ
ダ
ッ
ク
︶

ジョージ・ワシントン橋が見える広いコンド

　
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国

際
空
港
が
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

大
拡
張
工
事
を
行
う
。
現
在
、

日
本
航
空
が
使
用
し
て
い
る
第

１
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
第
２
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
お
よ
び
第
３
タ
ー
ミ
ナ

ル
跡
地
を
統
合
、
周
辺
道
路
や

駐
車
場
含
め
総
面
積
２
４
０
万

平
方
フ
ィ
ー
ト
、
総
工
費
は

95
億
ド
ル
︵
約
１
兆
８
６
６
億

円
︶
の
大
工
事
と
な
る
。
キ
ャ

シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事

と
空
港
を
管
轄
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
港

湾
局
︵
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

ー
︶
の
リ
ッ
ク
・
コ
ッ
ト
ン
事

務
局
長
が
12
月
14
日
、
正
式
に

発
表
し
た
。
　

　
民
間
資
金
に
よ
る
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
カ
ー
ラ
イ
ル
グ

ル
ー
プ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ル
ー
プ

キ
ャ
ピ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
、
ウ
リ
コ
の
３
つ
の

投
資
お
よ
び
管
理
会
社
が
、
所

有
権
と
引
き
換
え
に
合
計
95
億

ド
ル
を
投
じ
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル

グ
ル
ー
プ
が
51
％
の
株
式
を
保

有
し
実
質
的
所
有
者
と
な
る
。

も
と
も
と
２
０
２
０
年
に
着
工

す
る
予
定
だ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍

と
再
交
渉
も
あ
り
２
年
近
く
遅

れ
た
。
新
し
い
第
１
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
３
分
の
２
は
２
０
２
６
年

ま
で
に
完
成
さ
せ
る
。
第
２
段

階
は
２
０
２
８
年
に
完
了
、
す

べ
て
終
了
す
る
の
は
２
０
３
０

年
頃
に
な
る
予
定
だ
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
で
は
39
億
ド

ル
︵
約
４
４
６
１
億
円
︶
を
か

け
た
新
第
６
タ
ー
ミ
ナ
ル
も

着
工
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ま

た
港
湾
局
は
こ
れ
ら
と
は
別

に
再
開
発
向
け
に
29
億
ド
ル

︵
３
３
１
７
億
円
︶
の
自
己

資
金
を
確
保
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｆ
Ｋ
空
港
の
年
間
利
用
者
は

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
約

１
６
０
０
万
人
ま
で
に
落
ち

込
ん
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

２
０
１
９
年
は
６
２
６
０
万
人

だ
っ
た
。
複
数
の
大
工
事
に
よ

り
新
た
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

ケ
ネ
デ
ィ
空
港
大
改
修

タ
ー
ミ
ナ
ル
１
を
大
幅
拡
張

mailto:mfrusho@redacinc.com
mailto:mfrusho@redacinc.com
mailto:mfrusho@redacinc.com
https://www.redacinc.com/
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世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
http://www.shoenrealty.com
https://interiordesigncrafted.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:kayhasebe@gmail.com
http://snsrealty.com/
mailto:rika.furumoto@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
http://www.furumoto.com


　
﹁
英
単
語
の
発
音
を
調
べ
る

の
に
、
ど
の
よ
う
な
辞
書
が
良

い
で
す
か
？
﹂
と
い
う
質
問
を

よ
く
受
け
ま
す
。

　
長
年
発
音
を
教
え
て
き
て
、

以
下
の
条
件
を
満
た
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
間
違
い
無
い

で
し
ょ
う
。

︵
１
︶ 

携
帯
の
ア
プ
リ
の
よ
う

に
身
近
に
あ
っ
て
見
や
す
い
こ

と
。
す
ぐ
ど
こ
で
で
も
辞
書
を

引
く
習
慣
が
重
要
で
す
。

︵
２
︶
音
声
リ
ン
ク
が
あ
り
、

音
質
の
良
い
も
の
。
発
音
記
号

私
の
お
勧
め
辞
書
ア
プ
リ

が
読
め
れ
ば
、
音
声
リ
ン
ク
は

必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
全
体
的
な
リ
ズ

ム
や
音
色
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

す
か
ら
、
役
に
立
つ
機
能
で
す
。

英
語
の
母
音
に
は
長
い
母
音
と

短
い
母
音
が
あ
り
、
次
に
続
く

音
の
種
類
に
よ
っ
て
も
伸
縮
し

6
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ま
す
。
そ
れ
ら
の
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
も
、
音
声
リ
ン
ク
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
３
︶
発
音
記
号
が
、
音
節
ご

と
に
区
切
ら
れ
て
い
る
も
の
。

音
節
の
数
と
ア
ク
セ
ン
ト
マ
ー

ク
の
位
置
が
分
か
れ
ば
、
英
語

の
リ
ズ
ム
が
分
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

︵
４
︶
ア
メ
リ
カ
英
語
発
音
に

特
化
し
て
い
る
も
の
。
私
が
近

年
最
も
頻
繁
に
使
っ
て
い
る
の

は
、M

erriam
-W

ebster

の

携
帯
ア
プ
リ
で
す
。

　
発
音
記
号
シ
ス
テ
ム
は
辞
書

に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
う
た

め
、
慣
れ
る
ま
で
の
間
、
ほ
ん

の
少
し
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。

焦
ら
ず
に
一
歩
一
歩
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

5

●
深
刻
化
す
る
世
界
の
飢
餓
―

２
０
２
２
年
は
人
道
支
援

　
２
０
２
１
年
10
月
の
時
事

で
、
人
道
危
機
が
深
刻
化
す
る

(

特
に)

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

子
供
や
女
性
の
餓
死
が
相
次
い

で
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。
今
こ

の
瞬
間
も
２
４
０
０
万
人
︵
半

数
以
上
が
子
供
︶
が
食
糧
不
足

や
健
康
悪
化
で
生
活
難
に
陥

り
、
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
12
℃
の
こ

の
厳
冬
を
越
せ
る
か
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
は

前
例
の
な
い
世
界
的
な
保
健
・

人
道
・
社
会
経
済
・
人
権
の
危

ユ
ニ
セ
フ
人
道
支
援
20
億
ド
ル: 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

女
性
子
供
２
４
０
０
万
人
以
上
が
こ
の
冬
を
越
せ
る
か
?! 

(SD
G

s

＃1: 

飢
餓
撲
滅)

機
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
影
響

を
受
け
た
女
性
子
供
達
の
社
会

的
な
脆
弱
性
を
今
な
お
悪
化
さ

せ
て
い
る
。

　
し
か
も
現
地
ア
フ
ガ
ン
で
は

21
年
に
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
タ

リ
バ
ン
が
復
権
し
た
こ
と
で
国

内
情
勢
が
激
変
。
い
つ
の
時
代

も
国
家
間
の
争
い
や
国
内
紛
争

で
犠
牲
に
な
る
の
は
女
性
や
子

供
の
社
会
的
弱
者
た
ち
だ
。

●
５
歳
未
満
児
の
2
人
に
１
人

が
栄
養
不
良
・
４
５
０
万
人
が

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
必
要

　
国
連(

ユ
ニ
セ
フ)

現
地
調

査
に
よ
る
２
０
２
２
年
推
計
で

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
食

料
・
水
・
健
康
衛
生
サ
ー
ビ
ス

が
不
十
分
の
た
め
、
５
歳
未
満

児
の
２
人
に
1
人
が
急
性
栄
養

不
良
や
重
度
の
栄
養
失
調
に
陥

る
と
予
測
し
て
い
る
。
す
ぐ

に
治
療
と
栄
養
価
の
高
い
食

糧
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
約

４
５
０
万
人
の
子
供
達
は
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
も
必
要
で
あ

る
と
い
う
。

●
ユ
ニ
セ
フ
人
道
支
援
資
金

20
億
ド
ル
・
過
去
最
高
額

　
ユ
ニ
セ
フ
公
式
ウ
エ
ブ

サ

イ

ト
﹁H

um
anitarian-

A
ction

-C
h

ildren
-2022-

O
verview

﹂
で
は
、
コ
ロ
ナ

や
紛
争
危
機
の
中
を
生
き
る
子

供
や
若
者
達
が
直
面
す
る
課
題

に
取
り
組
む
た
め
、
ア
ジ
ェ
ン

ダ
﹁
重
度
の
急
性
栄
養
不
良
に

苦
し
む
す
べ
て
の
子
供
を
治
療

す
る
﹂
と
し
20
億
ド
ル
の
資
金

援
助
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

命
を
救
い
未
来
を
守
る
た
め
人

道
支
援
は2022

年
の
最
重
要

優
先
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ
、

保
健
・
栄
養
・
水
衛
生
・
教
育
・

重
要
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
崩
壊

を
食
い
止
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
充
当
さ
れ
る
。

●
人
道
的
活
動
や
ユ
ニ
セ
フ
の

資
金
援
助
の
呼
び
か
け
に
関
す

る
情
報

w
w

w
.unicef.org/appeals  

(

写
真
出
典:
ユ
ニ
セ
フ)

古
市
裕
子

Ｎ
Ｙ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
代
表
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 

、
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
高
等
研
究
所
。
電
子
著
書

﹃SD
G

s

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
12
事

例
集
・ 

欧
米
企
業
が
進
め
る

連
携
型SD

G
s

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
﹄︻
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

w
w

w
.am

azon.co.jp/-/en/
dp/B

09N
V

M
P2D

F

 

　
Ｉ
Ｔ
企
業
大
手
の
グ
ー
グ

ル
社
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
１

年
の
検
索
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
、
一
昨
年
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
検
索
が
上
位
を
占
め
た
。 

　
Ｎ
Ｙ
市
内
で
の
検
索
に
関
し

て
も
１
位
﹁
最
も
近
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
場
所
﹂、次
い
で
２
位
も
﹁
最

も
近
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
所
﹂
だ
っ

た
。
以
下
上
位
10
位
は
近
場
の

目
的
地
の
検
索
が
占
め
て
お

り
、３
位
﹁
最
も
近
い
ネ
イ
ル
・

サ
ロ
ン
﹂、
４
位
﹁
最
も
近
い

映
画
館
﹂、
５
位
﹁
最
も
近
い

バ
ー
﹂、
６
位
﹁
最
も
近
い
タ

ト
ゥ
ー
店
﹂、
７
位
﹁
最
も
近

い
水
タ
バ
コ
ラ
ウ
ン
ジ
﹂、
８

位
﹁
最
も
近
い
教
習
所
﹂、
９

位
﹁
最
も
近
い
ブ
ラ
ン
チ
﹂、

10
位
﹁
最
も
近
い
ベ
ス
ト
・
レ

ス
ト
ラ
ン
﹂
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
自
炊
を
す

る
市
民
が
増
え
、
レ
シ
ピ
検
索

が
増
加
し
た
と
い
う
。
Ｎ
Ｙ
州

内
で
最
も
検
索
さ
れ
た
レ
シ
ピ

は
次
の
通
り
。
１
位
﹁
ピ
ー
マ

ン
の
詰
め
物
﹂、
２
位
﹁
ハ
ロ

ー
セ
ト
﹂︵
ユ
ダ
ヤ
教
の
過
ぎ

越
し
伝
統
食
で
、
フ
ル
ー
ツ
と

ナ
ッ
ツ
が
材
料
の
甘
い
ペ
ー
ス

ト
︶
、
３
位
﹁
ヤ
ム
イ
モ
の
砂

糖
煮
﹂、
４
位
﹁
オ
ー
バ
ー
ナ

イ
ト
・
オ
ー
ツ
﹂︵
オ
ー
ツ
を

一
晩
仕
込
む
話
題
の
ヘ
ル
シ
ー

朝
食
メ
ニ
ュ
ー
︶、
５
位
﹁
ズ

ッ
キ
ー
ニ
﹂、
６
位
﹁
ト
マ
ト
・

ス
ー
プ
﹂、７
位
﹁
ナ
チ
ョ
ス
﹂、

８
位
﹁
チ
キ
ン
カ
ツ
﹂、
９
位

﹁
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ス
タ
ッ
フ
ィ

ン
グ
﹂、
10
位
﹁
タ
ー
キ
ー
・

ス
ー
プ
﹂。 

Ｎ
Ｙ
で
の
検
索
上
位
語

﹁
最
も
近
い
接
種
場
所
﹂ 

http://www.unicef.org/appeals
http://www.unicef.org/appeals
http://www.unicef.org/appeals
http://www.unicef.org/appeals
https://www.amazon.co.jp/-/en/dp/B09NVMP2DF
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コ
ロ
ナ
渦
中
の
感
染
予
防
と

し
て
、
ま
た
、
先
の
見
え
な
い

未
来
へ
の
不
安
感
に
振
り
回
さ

れ
な
い
た
め
に
は
、
機
能
す
る

免
疫
力
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
必
須
微

量
栄
養
素
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３

（
Ｋ
２
が
必
要
）
、
Ａ
、
Ｃ
、
す

べ
て
の
Ｂ
群
（
特
に
Ｂ
12
と
Ｂ

5
は
重
要
）
、
亜
鉛
、
ケ
ル
セ

チ
ン
と
、
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
属
を

含
む
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
な

ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら

の
微
量
栄
養
素
以
前
に
、
体
内

で
利
用
可
能
な
質
の
高
い
三
大

栄
養
素
（
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、

炭
水
化
物
）
が
そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
が
基
本
条
件
で
す
。 

特
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
亜
鉛
は
、

コ
ロ
ナ
で
重
症
化
す
る
患
者
た

ち
に
共
通
し
て
不
足
し
て
い
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ヘ
ン
リ
ー
・
イ

ー
リ
ー
医
学
博
士
（
ナ
チ
ュ
ロ

パ
シ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ス
ン
）
、

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ッ
ク
ロ
ー
医
学

博
士
（
循
環
器
学
）
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
ノ
ー
ス
ラ
ッ
プ
医
学

博
士
（
産
婦
人
科
医
）
な
ど
多

く
の
医
学
博
士
が
率
い
る
チ
ー

ム

が
、C

O
V

ID
-19

感

染

症

と
、
万
が
一
ワ
ク
チ
ン
障
害
が

起
こ
っ
た
場
合
の
治
療
方
法
研

究
の
結
果
で
し
た
。 

　
栄
養
不
足
が
病
気
の
根
本

原
因
で
あ
る
こ
と
は
、
化
学

賞
と
平
和
賞
の
２
つ
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
ラ
イ
ナ

ス
・
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
が
ま

と
め
て
お
り
、
特
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
に
関
し
て
は
自
身
の
著

コ
ロ
ナ
渦
中
を
サ
バ
イ
バ
ル
す
る

た
め
の
必
須
栄
養
素 

書
「V

itam
in

 C
 an

d the 
C

om
m

on C
old

」
の
中
で
、

詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
栄

養
と
病
気
の
関
連
性
に
つ
い

て
、
そ
の
当
時
あ
ま
り
多
く
の

研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

理
由
を
、
彼
は
こ
の
よ
う
に
書

い
て
い
ま
す
。「
．．．
徐
々
に

明
白
に
な
っ
た
の
は
、
病
気
予

防
と
治
療
に
お
け
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
の
偉
大
な
価
値
に
対
す
る
、

膨
大
な
矛
盾
だ
っ
た
。
多
く
の

人
々
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
風
邪
の

予
防
に
役
立
つ
と
信
じ
て
い
た

の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
医
者
が
そ

れ
を
否
定
し
て
い
た
の
だ
。」。

そ
し
て
彼
は
、
幾
つ
か
の
医
学

雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
に
関
す
る
研
究
結
果
を
紹
介

し
、
健
康
維
持
に
お
け
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
の
必
要
性
が
、
化
学
者

の
間
で
あ
ま
り
興
味
を
持
た
れ

な
か
っ
た
理
由
を
、
こ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。「
そ
れ
は
、

多
分
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
安
価
で
、

し
か
も
特
許
の
取
れ
な
い
自
然

な
物
質
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。」 

　
皆
さ
ん
、
そ
れ
が
ど
ん
な
病

気
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
自

分
を
守
る
の
は
自
分
で
す
。
そ

れ
は
、
栄
養
価
の
高
い
食
材
を

手
に
入
れ
、
自
分
で
調
理
し
て

食
べ
る
こ
と
で
す
。
先
に
あ
げ

た
栄
養
素
は
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

に
お
金
を
費
や
さ
な
く
て
も
、

自
分
で
調
理
す
れ
ば
簡
単
に
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

逆
に
食
事
の
内
容
が
貧
困
で
あ

っ
た
な
ら
、
ど
ん
な
高
価
な
サ

プ
リ
メ
ン
ト
で
も
補
い
き
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
必
須

微
量
栄
養
素
を
サ
プ
リ
メ
ン
ト

で
取
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
質

が
問
題
に
な
り
ま
す
。
と
る
方

が
損
と
い
う
よ
う
な
商
品
が
市

場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
し
、
ま

た
、
補
因
子
が
必
須
な
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
選
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
コ

ス
ト
が
低
い
遺
伝
子
組
み
換
え

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
ら
れ

た
商
品
が
多
く
出
回
り
、
こ
れ

に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す

方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
コ
ロ
ナ
渦
中
、
多
く
の
人
々

が
予
防
措
置
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
と
ワ
ク
チ
ン
に
の
み
に
頼
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

ロ
ジ
カ
ル
な
選
択
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
で
出
来
る
一
番
の

予
防
措
置
は
、
正
し
い
食
事
に

よ
る
栄
養
補
給
な
の
で
す
。
体

内
の
栄
養
貯
蔵
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
れ
ば
、
最
悪
の
事
態
に

面
し
た
場
合
で
も
免
疫
力
が
し

っ
か
り
機
能
し
て
、
き
っ
と
皆

さ
ん
を
病
気
か
ら
守
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

去
る
12
月
14
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
の
ピ
ー
ク
・
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
「
ス
タ
ジ
オ
２
４
５
」
の
ミ

ニ
発
表
会
が
催
さ
れ
た
。
同
団

体
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
子
供
の
た
め

の
ダ
ン
ス
教
室
を
日
本
語
に
て

提
供
す
る
。
指
導
す
る
ダ
ン
ス

の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
、

K
-Pop

な
ど
最
新
の
ス
タ
イ

ル
が
基
調
だ
が
、
バ
レ
エ
や
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
の
要
素
を
加
え
た

ク
ラ
ス
も
設
け
、
多
種
多
彩
だ
。

　
４
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
総
勢

25
人
の
生
徒
を
抱
え
る
主
催
者

の
上
田
富
士
子
先
生
は
、
「
21

年
の
9
月
か
ら
や
っ
と
フ
ル
で

ス
タ
ジ
オ
の
ク
ラ
ス
が
再
開
し

ま
し
た
。
子
供
達
の
パ
ワ
ー
あ

ふ
れ
る
ダ
ン
ス
を
是
非
ラ
イ
ブ

で
皆
様
に
お
届
け
し
た
く
て
」

と
熱
く
思
い
を
語
る
。

　
本
公
演
で
は
、
ダ
ン
ス
初
心

者
の
ち
び
っ
子
た
ち
に
よ
る

「
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
・
フ
ァ
ン
ク
」

か
ら
高
度
な
技
術
も
駆
使
す
る

本
格
的
な
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

「
踊
」
ま
で
全
５
演
目
が
披
露

さ
れ
、
会
場
に
足
を
運
ん
だ
40

人
の
保
護
者
の
方
々
か
ら
絶
大

な
拍
手
を
受
け
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
防
止
に
は
細
心
の
注
意
が
払

わ
れ
た
。
観
客
数
制
限
を
考
え

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
回
に
分
け

た
ほ
か
、
生
徒
た
ち
は
も
と
よ

り
指
導
者
、
観
客
全
員
が
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
が
、
汗
だ
く
で
演
技
を

終
え
た
子
供
達
は
み
ん
な
笑
顔

で
声
を
弾
ま
せ
た
。「
普
段
の

レ
ッ
ス
ン
と
違
い
、
衣
装
を
合

わ
せ
た
り
、
メ
イ
ク
し
た
り
す

る
の
で
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
り
ま

し
た
！
」
と
言
う
の
は
平
川
す

ず
ち
ゃ
ん
（
14
）。「
全
身
を
激

し
く
使
う
振
り
付
け
な
の
に
、

マ
ス
ク
を
し
て
の
練
習
は
少
し

大
変
だ
っ
た
」
と
は
中
村
天
音

ち
ゃ
ん
（
15
）。「
マ
ス
ク
の
せ

い
で
メ
ガ
ネ
が
曇
っ
て
困
っ

た
」
と
笑
う
山
田
コ
ト
キ
ち
ゃ

ん
（
９
）
は
「
次
は
ハ
ウ
ス
を

踊
っ
て
み
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
る
。

　
生
ダ
ン
ス
を
目
の
当
た
り
に

し
た
保
護
者
も
感
激
が
冷
め
な

い
。「
マ
ス
ク
着
用
で
も
生
き

生
き
と
踊
る
子
供
達
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
」「（
自
宅
待
機

を
強
い
ら
れ
た
）
我
が
家
の
子

供
達
に
と
っ
て
ダ
ン
ス
は
、
毎

週
の
楽
し
み
と
活
力
で
し
た
」

「
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
か
な

い
中
で
、
子
供
達
が
輝
け
る
機

会
を
作
っ
て
く
れ
た
先
生
た
ち

に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
な
ど

興
奮
気
味
に
話
し
た
。
ス
タ
ジ

オ
２
４
５
の
詳
細
は
、w

w
w

.
studio245.dance

を
参
照
。

︵
中
村
英
雄
、
写
真
も
︶

弾
け
る
ダ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
！

ス
タ
ジ
オ
２
４
５
リ
ア
ル
公
演

　
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ

ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
に
あ
る
リ

ッ
ジ
ウ
ェ
イ
教
会
礼
拝
堂
で
12

月
11
日
、
日
本
語
礼
拝
部
（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
め
ぐ
み
教
会
）
が

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
を
休
止
し
て
い
た
が
、
今
年

か
ら
教
会
が
主
催
す
る
ゴ
ス
ペ

ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
始
し
た
。
指
導
し
て

い
る
の
は
世
界
的
に
本
場
の

ゴ
ス
ペ
ル
を
教
え
る
グ
レ
ッ

グ
・
ケ
リ
ー
さ
ん
。
大
人
の
合

唱
団
と
子
ど
も
の
合
唱
団
合
わ

せ
て
43
人
が
歌
声
を
披
露
し

た
。
感
染
防
止
の
た
め
会
場
の

定
員
を
１
５
０
人
と
し
た
が
す

ぐ
に
満
席
と
な
り
、
日
本
か
ら

も
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者
90
人
以

上
が
楽
し
ん
だ
。
今
後
の
予
定

は
同
教
会
の
ウ
エ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://jgc.vercel.app/

参

照
。

ＮＹめぐみ教会
コンサート開催

https://jgc.vercel.app/
https://america-keitai.com/


 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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EVENT　 
■ NY 仏教会・年末年始の法要＝ 12/31 
19:00、1/1 11:30　The New York Buddhist 
Church（331-332 Riverside Drive）ニュー
ヨーク仏教会は大晦日に「除夜会」を行う。
この一年を振り返り、無事に過ごせた事を
感謝し、鐘を打ちながら瞑想する。元旦の

「修正会」では新しい年を迎えるにあたり、
平和、健康を願い法要を行う。参加者は要
ワクチン接種証明書、定員各 50 人。詳細
は http:www.newyorkbuddhistchurch.org
■第 119 回ニューイヤーズデー・プランジ
＝ 1/1　13:00　元旦のブルックリン、コ
ニーアイランドのビーチで行われる寒中水
泳大会。ポーラーベアクラブ主催の恒例行
事で多くの参加者が水着または仮装をして
海に飛び込む。参加者は正午に集合、当日
はどんな天気でも開催される。参加無料、
寄付推奨。 詳細は https://polarbearclub.org

MUSIC
■大江千里カウントダウンライブ＝ 12/31　
22:00 ＆ 23:30　Tomi Jazz（239 E53rd 
St.）ジャズピアニストの大江千里が２年ぶ
りとなる大晦日のカウントダウンライブを
開催。第 2 部のライブは世界同時配信のス
トリーミング（$20）も 23:30 から 24:30
まで行われる。
予約・詳細は https://www.tomijazz.com
■メトロポリタンオペラ「ホリデー・マジッ
ク」＝ 2022/1/5 まで　メットオペラがホリ
デーシーズンを祝いファミリー向けの２つ
の特別公演「シンデレラ」と「魔笛」を上演。
詳細は https://www.metopera.org
■アイセリノとアキラによるパフォーマ
ンス＝ 12/31 19:45 開場　20:08 開演　ウ
クハット （36-01 36th Avenue Long Island 
City NY 11106) Let it go, Moon light な ど
の歌の他、ウクハットのオーナー (Ken 
Murray) がオリジナル曲をウクレレで奏で
る。入場料 10 ドル。問い合わせ先
ウクハット +1 (347) 458-3031

THEATRE/DANCE
■コンテンポラリー・ダンス・フェスティ
バ ル「 日 本 と ア ジ ア 」 ＝ 2022/1/14・15　
19:30　Japan Society（333 E 47th St.）ジャ
パン・ソサエティー主催、日本・台湾・韓
国から 1 組ずつ招き、３作品を上演。日
本からは舞踏の鯨井謙太郎と奥山ばらばの
デュオ「阿吽山水」が出演する。入場料 :
一般 $30、会員 $25。
詳細は https://www.japansociety.org/

ART
■アンディ・ウォーホルの写真展「Andy 
Warhol Photo Factory」 ＝ 2022/1/30 ま で　
Fotografi ska（281 Park Ave）代表作である
シルクスクリーン作品・肖像画など 120 点
以上を展示し、ウォーホルの人生と仕事の
内側を紹介する。自身の創作過程や友人た
ち、出版物のために制作したポラロイドの
コラージュもある。入場料 : 一般 26 ドル、
学生・シニア16ドル、会員・６歳以下は無料。
詳細は https://www.fotografi ska.com
■棟方志功展覧会「板極道」＝ 2022/3/20
まで　Japan Society（333 E47th St.）米国
最大の棟方コレクションである JS の貴重
品を元に構成。木版画、書道、水彩画、リ
トグラフや陶芸など、100 点以上の所蔵作
品を紹介する。入場料 : 一般 $12、シニア・
学生 $10。
詳細は https://www.japansociety.org/

　
向
こ
う
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル

は
、
障
害
を
抱
え
た
子
ど
も
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
で
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
。
何
か
を
楽
し
そ
う
に
作

っ
て
い
る
。

　
私
は
、
ア
メ
リ
カ
南
東
部
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
コ
ロ
ン
バ
ス

と
い
う
町
に
し
ば
ら
く
滞
在
し

て
い
た
。

　
そ
の
日
、
友
人
の
知
り
合
い

が
陶
芸
工
房
へ
連
れ
て
い
っ
て

く
れ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
は
粘

土
質
の
赤
土
で
有
名
だ
。
私
に

と
っ
て
陶
芸
は
初
め
て
の
体
験

で
、
ろ
く
ろ
を
う
ま
く
回
す
こ

と
が
で
き
ず
、
悪
戦
苦
闘
し
て

い
た
。

　
私
が
ろ
く
ろ
を
回
す
手
を
休

め
、
ふ
と
顔
を
上
げ
る
と
、
目

の
前
に
見
知
ら
ぬ
男
の
子
が
立

っ
て
い
た
。
小
学
四
年
生
く
ら

い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
子
は
、
片
腕
が
な
か
っ

た
。
片
手
で
重
た
そ
う
に
焼
き

物
を
持
っ
て
い
た
。 

　I m
ade this. 

　
こ
れ
、ボ
ク
が
作
っ
た
ん
だ
。

　
筋
骨
隆
々
の
恐
竜
が
、
Ｕ
の

字
に
体
を
曲
げ
、
鋭
い
目
で
こ

ち
ら
を
に
ら
み
つ
け
て
い
る
。

恐
竜
の
目
の
前
に
は
卵
が
六
つ

あ
り
、
そ
れ
を
食
べ
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
表
情
が
リ
ア
ル
で
力
強
く
、

今
に
も
動
き
出
し
そ
う
だ
。
指

一
本
一
本
、
卵
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に
ま
で
、
少
年
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

　D
o you like it? 

　
気
に
入
っ
た
？

　
素
晴
ら
し
い
わ
。
気
に
入
っ

た
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
わ
。

　
男
の
子
は
口
元
を
ゆ
る
め

た
。 

　T
his is for you. 

　
こ
れ
、
君
に
あ
げ
る
。 

　
私
は
耳
を
疑
っ
た
。

　
そ
ん
な
。何
、言
っ
て
る
の
？
　
　
　

だ
め
よ
。
一
生
懸
命
、
作
っ
た

ん
で
し
ょ
う
。

　I like you. 

　
君
が
好
き
な
ん
だ
。

　
何
度
も
断
っ
た
け
れ
ど
、
男

の
子
は
ど
う
し
て
も
私
に
く
れ

る
と
い
う
。 

　H
e’s attack

in
g

 th
e 

eggs. 

　
恐
竜
が
卵
を
狙
っ
て
い
る
の

ね
。 

　
私
が
そ
う
言
う
と
、
男
の
子

は
首
を
横
に
振
っ
た
。 

　N
o. 

　
違
う
よ
。 

　
私
は
首
を
傾
げ
る
。 

　H
e’s protectin

g
 th

e 
eggs. 

　
恐
竜
は
卵
を
守
っ
て
る
ん
だ

よ
。

　
あ
れ
か
ら
三
十
年
近
い
歳
月

が
流
れ
、
恐
竜
は
い
つ
し
か
、

私
の
お
守
り
に
な
っ
た
。 

　
今
も
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ピ

ア
ノ
の
上
に
あ
る
。 

恐
竜
の
お
守
り 

エッセイ連載 ㉔
岡田 光世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　
住
む
場
所
が
変
わ
る
た
び

に
、
卵
が
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な

い
よ
う
に
テ
ー
プ
で
止
め
、
丁

寧
に
何
重
に
も
包
み
、
恐
竜
と

と
も
に
新
し
い
住
処
へ
と
越
し

て
き
た
。

　
あ
な
た
の
宝
物
を
、
ず
っ
と

大
切
に
し
ま
す
。

　
あ
の
と
き
、
あ
ま
り
に
突
然

で
、
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
少

年
と
の
、
固
い
約
束
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
７
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
約
束
﹄
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
年
の
目
標
は
ま
ず
健
康
で

い
る
こ
と
。
体
も
も
ち
ろ
ん
そ

う
で
す
が
心
も
で
す
。

　
少
し
ず
つ
街
に
笑
顔
が
戻

り
、
僕
た
ち
が
知
っ
て
い
る
Ｎ

Ｙ
の
活
気
や
元
気
が
戻
り
、
新

し
い
年
は
き
っ
と
今
ま
で
う
ち

に
秘
め
て
い
た
パ
ワ
ー
を
一
気

に
放
出
す
る
年
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
前
ま
で
に
頑
張
っ
て

き
た
仕
事
や
縁
が
途
切
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
な
か
な
か
元
通
り

に
回
復
し
な
い
中
、
過
去
に
縛

ら
れ
て
い
て
は
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
た
ら
し
い
目
線
で
今
ま
で
に

な
い
や
り
方
で
さ
ら
に
挑
戦
を

し
た
い
と
僕
は
思
い
ま
す
。

　
こ
の
街
は
時
に
ク
ー
ル
な
顔

を
見
せ
る
時
が
あ
り
ま
す
が
、

ゴ
ー
ル
を
決
め
て
そ
れ
に
果
敢

と
立
ち
向
か
う
者
に
対
し
て
は

味
方
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ

の
困
難
を
超
え
て
生
き
続
け
る

こ
と
へ
の
感
謝
を
込
め
て
全
身

全
霊
で
夢
に
向
か
っ
て
駆
け
抜

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
っ
て
内
側

か
ら
勇
気
が
湧
い
て
く
る
よ
う

な
音
楽
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ど
こ
か
で
そ
れ
を
聞

い
て
い
た
だ
け
る
日
が
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

パワー
放出の年に

大江千里
（ジャズピアニスト）

http://www.newyorkbuddhistchurch.org
https://polarbearclub.org
https://www.tomijazz.com
https://www.metopera.org
https://www.japansociety.org/
https://www.fotografiska.com
https://www.japansociety.org/
https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
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 BOOKS
　
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
本

を
手
に
取
っ
た
。
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・

フ
ロ
ム
著
﹃
愛
す
る
と
い
う
こ

と
﹄
。
こ
の
本
を
読
ん
で
本
当

の
愛
を
知
っ
た
な
ど
と
い
う
芸

能
人
や
文
化
人
の
宣
伝
コ
ピ
ー

を
見
て
読
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
だ
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
読

書
開
始
。
し
か
し
、
難
解
で
全

く
頭
に
入
っ
て
来
な
い
。
文
字

は
読
め
る
の
だ
が
内
容
が
珍
紛

漢
紛
︵
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
︶。

書
名
か
ら
﹁
こ
う
し
て
私
は
愛

を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
﹂、

﹁
モ
テ
モ
テ
に
な
る
方
法
﹂
と

い
う
も
の
が
紹
介
さ
れ
る
恋
愛

指
南
書
だ
と
勘
違
い
し
て
し
ま

っ
た
が
、
実
は
立
派
な
思
想
書

だ
っ
た
。
宣
伝
に
騙
さ
れ
た
と

思
う
と
同
時
に
、
全
く
も
っ
て

教
養
の
な
い
自
分
を
恥
じ
た
。

　
前
述
の
体
験
か
ら
数
年
の
月

日
が
経
ち
、
２
０
２
０
年
８
月

に
紀
伊
國
屋
書
店
か
ら
30
年
ぶ

り
に
改
訳
・
新
装
版
が
出
版
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
再
度
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
リ
ベ
ン
ジ
で
あ
る
。

　
翻
訳
は
91
年
の
﹁
新
訳
版
﹂

と
同
じ
、
法
政
大
学
名
誉
教
授

で
も
あ
る
鈴
木
晶
さ
ん
で
あ

る
。
な
ん
と
今
度
は
驚
く
こ
と

に
胸
に
ガ
ン
ガ
ン
、
エ
ー
リ
ッ

ヒ
・
フ
ロ
ム
の
言
葉
が
胸
に
入

っ
て
く
る
で
は
な
い
か
。

　
現
代
に
適
し
た
言
葉
に
変
え

ら
れ
た
り
、
理
解
し
や
す
く
な

っ
た
と
い
う
の
も
あ
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
﹁
月
賦
﹂
が
﹁
カ

ー
ド
払
い
﹂
に
な
り
、﹁
そ
う

し
た
期
待
と
は
う
ら
は
ら
に
、

こ
の
本
が
言
わ
ん
と
す
る
の

は
﹂
か
ら
﹁
こ
の
本
は
、
そ
う

し
た
期
待
を
裏
切
っ
て
、
こ
う

主
張
す
る
﹂
と
い
う
よ
う
に
分

か
り
や
す
く
翻
訳
が
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　
著
者
の
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ

ム
は
１
９
０
０
︵
明
治
33
︶
年

に
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
の
精
神
分
析
家
で
あ
り
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
を
非
難
し
、
人
間
性

の
回
復
を
説
い
た
社
会
思
想

家
で
も
あ
る
。
本
書
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
は
１
９
５
６
年
︵
昭

和
31
年
︶
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

出
版
社
ハ
ー
パ
ー
コ
リ
ン
ズ

か
ら
発
売
さ
れ
た
。
英
語
の

タ
イ
ト
ル
は"T

H
E

 A
R

T
 

OF 
LO

V
IN

G
”

。
直
訳
す
れ
ば﹁
愛

す
る
技
術
﹂。
そ
れ
ほ
ど
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
し
な
い

の
で
私
の
よ
う
に
誤
解
を
生
じ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
、
本
書
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
改
訳
さ

れ
た
こ
と
以
外
に
も
コ
ロ
ナ
禍

を
き
っ
か
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
起
こ
り
、
何
か
答
え
が
欲

し
く
て
私
な
り
に
哲
学
者
や
思

想
家
の
本
を
読
も
う
と
し
た
努

力
が
少
し
は
反
映
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
フ
ロ
ム

が
言
っ
て
い
る
こ
と
も
、
彼
も

影
響
を
受
け
本
書
に
共
通
点
を

多
く
発
見
で
き
る
１
０
０
年
以

上
の
前
に
出
版
さ
れ
た
マ
ル
ク

ス
の﹃
資
本
論
﹄︵
１
８
６
７
年
、

慶
応
３
年
︶
か
ら
全
く
変
わ
っ

て
い
な
い
の
で
、
古
典
で
は
な

く
現
代
の
話
だ
か
ら
理
解
で
き

た
の
で
あ
る
。
衝
撃
だ
っ
た
。

　
愛
さ
れ
た
い
、
幸
せ
に
な
り

た
い
か
ら
お
金
を
稼
ぐ
。
愛
さ

れ
る
た
め
に
洋
服
を
買
う
。
愛

さ
れ
た
い
た
め
に
お
金
を
掛
け

て
自
分
磨
き
を
す
る
。し
か
し
、

愛
を
得
る
た
め
の
幸
せ
の
方
向

と
は
真
逆
に
進
み
、
労
働
時
間

は
長
く
、
解
雇
を
恐
れ
、
働
け

ど
働
け
ど
自
分
の
収
入
に
は
な

ら
ず
、
富
は
一
部
の
上
層
部
が

独
占
し
、
幸
せ
か
ら
は
遠
く
な

り
、
人
間
を
苦
し
め
る
。
し
か

し
、
愛
と
は
﹁
愛
さ
れ
た
い
、

愛
さ
れ
る
﹂
と
い
う
受
け
身
で

は
な
く
、﹁
愛
す
る
﹂
と
い
う

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
態
度
と
行
動
な

の
だ
。
愛
は
自
然
発
生
す
る
も

の
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
が
、

技
術
が
必
要
で
、
そ
れ
を
学
ぶ

こ
と
で
生
き
る
こ
と
が
変
わ

る
。
そ
う
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ

ム
は
説
い
て
い
る
。
そ
う
私
は

理
解
し
た
。
22
年
の
新
年
、
能

動
的
な
考
え
を
ま
ず
始
め
て
い

つ
か
世
界
が
幸
せ
で
溢
れ
る
よ

う
に
と
願
う
。
　
　（
山
河
藍
）

恋愛指南書でなく愛する技術を説く
エーリッヒ・フロム・著

 紀伊國屋書店・刊

■経営者 -日本経済生き残りをかけた闘い（永野健二、新
潮文庫）「伝説の経済記者」と称された著者が熱く言葉を
交わした男たち。稲盛和夫、柳井正、豊田章男、孫正義など。
戦後の日本経済を語るうえで欠かせない 18 人のリーダー。
業界に革命を起こした者、社を隆盛へと導いた者、そして
判断を誤った者。彼らの志、葛藤と決断を描く。■健康の
9割は腸内環境で決まる（松生恒夫、PHP 新書）1960 年
代まで日本人の大腸がん罹患者は現在の 8 分の 1 と少な
かった。背景に麦飯から水溶性食物繊維を摂る環境があっ
たのではと腸の専門医である著者は言う。5 万件以上の大
腸内視鏡検査で日本人の腸を見続けてきた著者は、これら
疾患の原因は食物繊維不足にあると警鐘を鳴らす。■もの
がたりの賊（真道順丈、文藝春秋）1923 年、大震災によ
る未曽有の被害で壊滅状態にあった東京が舞台。不安と恐
怖から治安は荒れ、致死の感染症の恐怖も忍び寄る。首都
を救うため集められたのは、竹取の翁、光源氏、坊っちゃん、
伊豆の踊子ら、日本文学が生んだ名キャラクターたちだっ
た。奇想天外な文学エンタテインメント。■ガラスの海を
渡る舟（寺地はるな、PHP 研究所）大阪の心斎橋からほ
ど近い「空堀商店街」には兄妹 2 人が営むガラス工房があっ
た。正反対の性格である 2 人は、祖父の遺言で共に工房を
引き継いでからも衝突が絶えなかった。そんな時、ある客
からの変わった依頼が舞い込む。相容れない兄妹ふたりが過ごした 10 年間
の物語。 ■明治日本はアメリカから何を学んだのか（小川原正道、文春新書） 
明治日本といえば、憲法を学んだドイツや日英同盟を結んだイギリスなど欧
州に光が当たることが多い。だが日本の運命を決定したのは日米関係であり、
その集大成が日露戦争であったと著者は主張する。アメリカ留学経験者たち
の活躍、両国の絆とその破綻の過程を描く。■ここに物語が（梨木香歩、新
潮社）創る者も読む者も、大小さまざまな物語に付き添われ、支えられしな
がら一生をまっとうする。どんな本をどんなふうに読んできたか。繰り返し
出会い続け、何度もめぐりあう本は自分を観察する記録でもある。思索と現
実、日常にいつも共にある、本と物語をめぐるエッセイ集。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
経
営
者
は
国
家
の
命
運
を
握
る
。
現
代
日
本
人
は
食
物
繊
維
不
足
。
１
９
２
３
年
の
東

京
に
文
学
作
品
の
主
役
が
集
結
。
兄
妹
ふ
た
り
の!)

10
年
間
の
物
語
。
明
治
の﹁
日
米
同
盟
﹂

を
つ
く
っ
た
男
た
ち
の
秘
史
。
本
と
物
語
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
大
好
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
が
終

わ
っ
た
途
端
、
ガ
ラ
リ
と
変
わ

る
家
の
中
。
は
な
ち
ゃ
ん
は
新

年
を
前
に
門
松
や
お
飾
り
を
飾

り
ま
し
た
。
お
お
み
そ
か
、
長

寿
祈
願
の
年
越
し
そ
ば
を
み
ん

な
で
食
べ
て
い
る
と
、
除
夜
の

鐘
と
と
も
に
年
神
様
が
や
っ
て

き
た
の
で
す
。
で
も
大
人
に
は

見
え
な
い
み
た
い
。
は
な
ち
ゃ

ん
は
年
神
様
と
一
緒
に
お
せ
ち

や
お
雑
煮
を
食
べ
、
初
詣
に
行

っ
て
、
縁
起
物
を
買
っ
て
、
初

夢
を
見
ま
す
。
七
福
神
の
絵
を

枕
の
下
に
敷
い
て
夢
に
出
て
き

た
の
は
﹁
い
ち
ふ
じ
　
に
た
か
　

さ
ん
な
す
び
﹂
の
は
ず
が
、
人

食
い
鬼
、
ろ
く
ろ
首
、
貧
乏
神

と
魑
魅
魍
魎
︵
ち
み
も
う
り
ょ

う
︶
が
現
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

は
な
ち
ゃ
ん
は
一
体
ど
う
な
っ

ち
ゃ
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
で
、
日
本
な
ら
で
は
の
お

正
月
の
習
わ
し
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
本
。
新
年
が
良
い
年
に

な
る
よ
う
、
日
本
の
お
正
月
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
開
運
の
願
い
﹂

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
謂

れ
を
知
り
一
緒
に
や
っ
て
み
た

く
な
る
絵
本
。
新
し
い
年
の
合

言
葉
は
﹁
開
運
﹂
で
！
（
高
田
）

日
本
の
開
運
に
関
す
る
あ
れ
こ
れ

 『開運えほん』
作： かんべ あやこ　

あかね書房　2014 年
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第１部を読む

https://nyseikatsu.com/editions/848/848-1.pdf



